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目標としました。第 2 期の成果は，これから 2015 年度にわたって出てきますが，この年報では 2013
年度に出された成果をご報告いたします。この年報を通じ，国語研の諸活動への忌憚のないご意見，
幅広いご支援をお願いする次第です。















方面の要望を受けて「国立国語研究所設置法」が 1948 年 12 月 20 日に公布施行され，国家的な国語
研究機関である国立国語研究所の設置が実現したのである。その後，明治時代から大正，昭和初期に
かけての日本語の混乱（漢字の激増や，文語と口語の違いなど）を収拾し日本語の安定化に資すると









ては研究所の英語名称に “linguistics”（言語学）という言葉を加え，National Institute for Japanese 


















































































　相澤　正夫　　副所長 / 時空間変異研究系教授（～ 2013 年 9 月 30 日）




　前川喜久雄　　言語資源研究系長 / 教授 / コーパス開発センター長
　横山　詔一　　理論・構造研究系教授 / 研究情報資料センター長（～ 2013 年 9 月 30 日）
　ティモシー・バンス　　理論・構造研究系教授 / 研究情報資料センター長（2013 年 10 月 1 日～）
 任期：2011 年 10 月 1 日～ 2013 年 9 月 30 日（2 年間）

















































































































































































































　共同研究プロジェクトとして，基幹型（17 件），領域指定型（6 件），独創・発展型（3 件），萌芽・

























・ 国語研の事業として提案されている Mouton de Gruyter 社の Handbooks of Japanese Language 
and Linguistics シリーズの一巻として，共同研究メンバーを主要な執筆者とする Taro 
Kageyama and Hideki Kishimoto（eds.）The Handbook of Japanese Lexicon and Word 






　 2013 年 12 月 14・15 日に，言語対照研究系と共同で，NINJAL 国際シンポジウム Mysteries of 
Verb-Verb Complexes in Asian Languages（日本語およびアジア諸言語における複合動詞・複
雑動詞の謎）を開催し，招待発表（15 件，うち海外から 7 件）と一般公募ポスター発表（15 件，
うち海外から 5 件）を開催した。参加者は初日 144 名，二日目 88 名（欧米，アジア，豪州を含む）
で，多くの聴衆から “well structured and well organized”，「大変勉強になった」，「刺激を受けた」
という評価を得た。また，二日目に，本会議と並行して開催したパネルセッション「複合動詞の




　（a） 共同研究者（10 名）の論文に一般公募による若手研究者・大学院生（3 名）の論文を加えた
論文集を，影山太郎（編）『複合動詞研究の最先端 ―謎の解明に向けて―』として，ひつじ
書房から出版した（2013 年 12 月）。本書は，日本語の特徴のひとつである動詞連用形＋動
詞型複合動詞の諸特性を，言語理論・日本語史・言語対照の観点から総合的に解明しよう
とする世界初の試みである。本書には，研究の啓蒙・普及の目的のため，従来の日本語研究
で等閑視されている外国語文献として Charles Kenneth Parker: A Dictionary of Japanese 
Compound Verbs（Maruzen, 1939）を解題するとともに，オンラインデータベース「複合
動詞レキシコン」の解説も掲載した。
　（b） 論文集Transitivity and Valency Alternations: Studies on Japanese and Beyond（他動性






　（c） Taro Kageyama and Hideki Kishimoto（神戸大学，共同研究者）の共編により，Mouton 社
英文ハンドブックシリーズのThe Handbook of Japanese Lexicon and Word Formation（合
計 21 論文）の執筆・内部審査・編集の作業を進め，一部については既に英語の校閲も済ませた。
年度内には，全論文について内部審査を終える。
　（d） Max Planck 進化人類学研究所との研究協力による論文集（Bernard Comrie and Andrej 
Malchukov（eds.）Valency Classes: A Comparative Handbook. Mouton）について，日本語










　（b） 本プロジェクトが Max Planck 進化人類学研究所に協力した項交替データベース（ValPaL 
［Valency Patterns Leipzig］Online Database）が 2013 年 11 月に同研究所のウェブサイト
で試験公開された。





































② 年 5 回の研究成果発表会と国際シンポジウム（3rd ICPP）（計 11 日）を東京（3 回），関西，北陸，
東海の各地（各 1 回）で開催した。すべてを公開とした結果，第 1 ～ 3 回発表会だけで合計 246
名（うち共同研究員以外 150 名，61％）の参加を得た。また発表を公募とした結果，合計 78 件（全
5 回＋国際シンポジウム）の研究発表のうち 47 件（60％）が共同研究員以外（主に若手研究者）
の発表であった。
③ アクセントと促音に関する国際会シンポジウム（3rd ICPP）を実施し，国内外から合計 143 名（3
日間で延べ 304 名）の参加を得て，国内の研究成果（合計 25 件の発表，うちプロジェクトから
13 件（口頭 4 件＋ポスター 9 件））を英語で発信した。
④ 前々年度に開催した国際ワークショップ（GemCon 2011）の成果を編集し，Journal of East 
Asian Linguistics 22 巻 4 号に特集号（Special issue on Japanese Geminate Obstruents）として
公刊した。また前年度の重点テーマ（アクセント・トーンの変化）に関して合計 7 本の英文論文
を取りまとめ，出版社との交渉に入った。さらに前年度に開始したThe Handbook of Japanese 
Phonetics and Phonology（Mouton de Gruyter）については全 19 章の編集作業をほぼ完了し，
2014 年度中に刊行される見通しを立てた。









































発表 8 件および口頭発表 3 件により本プロジェクトの活動について国内外に普及するように努
めた。
２．研究成果発表会を会津若松と金沢で，国際シンポジウム（3rd ICPP）を東京で開催した。研








































①  JIS コードや Unicode など既存文字コードで表現できない仮名・漢字・表記符号について調査を
おこなった。国際文字コード標準化活動（コンピュータの文字に関するもの）に関する国際会議






























































・ 本年度は研究期間の 4 年目に当たる。鹿児島県喜界島（2010 年度），沖縄県宮古島（2011 年度），
東京都八丈島，鹿児島県与論・沖永良部島（2012 年度）の言語調査に続き，2013 年度は沖縄県
久米島で言語調査を実施した（2013 年 12 月 1 日～ 5 日）。その他，沖縄県与那国島等の言語調
査を実施した。














































　① 共同研究の成果としてまとめた論文集『現代日本語の動態研究』（相澤正夫編）を 2013 年 10
月 10 日に出版社（おうふう）から刊行した。













































2013年 7月 1本，台日言語地理学学術交流ワークショップ：2013年 8月 8本，アジア言語地理学会：



























































































































































































①講座日本語コーパス第 1 巻を刊行した。同 2 巻 3 巻の刊行準備を進めた。
②『音声研究』の特集「大規模コーパスを利用したデータ駆動型音声研究」の企画を進めた。
③第 4 回コーパス日本語学ワークショップを実施し，第 5 回も開催準備中である。
④コーパス日本語学ワークショップの全論文をダウンロード可能とした。
⑤ BCCWJ 関連研究文献リストを公開し，CSJ 関連研究文献リストを拡張した。





































































共同研究発表会（アイヌ語班の場合には 2 回），3 つの国際ワークショップ・シンポジウムと，言
語対照研究系の合同研究発表会を行う。そのほか，「形態・統語論班」「音韻再建班」「アイヌ語班」
のメンバーはそれぞれ主に下記の 4 点の海外出版企画で研究成果を公表する。
・ Nominalizations as a source of main clause grammar（John Benjamins社に提出する予定）　形態・
統語論班のメンバー
・ Handbook of Japanese Historical Linguistics（Mouton 社と契約済）　形態・統語論班，音韻再建
班のメンバー
・ 専門誌Korean Linguistics（Brill 社）の特集号　音韻再建班のメンバー
・ Handbook of the Ainu Language（Mouton 社に提出する予定）　アイヌ語班のメンバー
《2013 年度の主要な成果》
　研究成果公開計画は順調に進んでいるが，Nominalizations as a source of main clause grammar
とHandbook of Japanese Historical Linguistics への，国内の学者の寄稿には相当校閲の時間がか










































　また，当初の目標に加えて，言語類型論班のメンバーを中心に，Mouton 社Handbook of 







































　Mouton 社のHandbook of Japanese Applied Linguistics に 1 章の原稿を提出し，現在，原稿を推
敲中である。
③ 7 つの異なる言語を母語とする日本語学習者の調査を 10 地域で実施
　2013 年 5 月から 2014 年 3 月にかけて，ロシア語，ドイツ語，トルコ語，タイ語，インドネシア語，
英語，中国語の7言語を母語とする日本語学習者のデータ収集調査を実施した。各国・地域において，
50 名前後の各言語を母語とする大学生に参加を依頼し，日本語能力レベル測定を含む，対話調査，
ロールプレイ等の調査を各地域 5 日間，延べ 50 日間，実施した。その結果，収集した学習者は年





































































































































育機関など 10 都市，海外 17 都市で講習会を実施した。また，辞書・ツールの拡張として，（1）要
望の高い教科書についても採択した，（2）用言だけでなく，名詞のアクセント情報も検索できるよ
うにした，（3）Web 辞書・ツールの多言語化，（4）アクセント変形やアクセント揺れに関する情

































の音声科学―」（日本音響学会 編，森 大毅，前川喜久雄，粕谷英樹 共著，コロナ社音響サイエン
スシリーズ，2014 年刊行）としてまとめた。本書籍の第 1 章「音声による情報伝達」では，本プロジェ
クトの主要テーマである「パラ言語情報・非言語情報の体系化」の検討の成果を，非専門家にもわ












































































































・ 共同研究発表会は，海外も含め年 4 回と積極的に開催している。
・ 2013 年度は 2 月 22 日に公開シンポジウムを開催し，当日の発表などをもとに，2015 年春にはシ



























　本プロジェクトの活動の成果をプロジェクトの班に対応する 4 つの部（第 1 部「連用複文・連体























・研究発表会を 1 回，研究成果報告会を 1 回，開催した。


































10 編，図書の章 1 編，発表・講演 29 件として公表した。










































　　 （分析の基盤として本プロジェクトが主体となり構築し 2012 年度末に一般公開したデータ
ベース）
　また CSJ-RDB の一般公開を受け，利用に関する講習会を，独創・発展型共同研究プロジェクト「多
様な様式を網羅した会話コーパスの共有化」（リーダ ：ー伝康晴）との共催で次の通り 2 回開催した。
　① CSJ-RDB 講習会 初級編 2013 年 6 月 7 日 13:00 ～ 18:00




































・ Urban Language Seminar 11（第 11 回国際都市言語セミナー，広島市文化交流会館，2013 年 8
月 17-18 日）において，首都圏言語に関するパネル発表を企画し，4 件の口頭発表と 2 件のポスター
発表を行った。
・ 2014 年 2 月に，論文集『首都圏の言語の実態と動向に関する研究成果報告書 首都圏言語研究の























































































・ 濁点の自動付与を研究し論文として発表し，自動付与ツール AYTK を開発し公開した。





















































































































































































































































































































































　　影山太郎 編『レキシコンフォーラム No. 6』，ひつじ書房，pp.154-155.
　前川喜久雄




　　 Lingua Vol. 122, Issue 13, Special Issue on Varieties of Pitch Accent Systems, Edited by Haruo 
Kubozono, Elsevier, October 2012, pp.158-160.
　上野善道
　　 Zendo Uwano, “Three types of accent kernels in Japanese”, Lingua Vol. 122, Issue 13, Special 
Issue on Varieties of Pitch Accent Systems (October 2012), 1415-1440. pp.161-163.















〈Research by Invited Scholars〉
　J. Marshall UNGER
　　“No Rush to Judgment: The Case against Japanese as an Isolate”，pp.211-230.
〈著書紹介〉
　山崎 誠















各年度に 2 回（5 月と 11 月），オンラインと冊子体の両形態で発刊している。




















　HIRAMOTO Mie and ASAHI Yoshiyuki





























○NINJAL フォーラムシリーズ 3『日本語新発見 ―世界から見た日本語―』（2013 年 6 月 21 日）





















○ NINJAL フォーラムシリーズ 4『グローバル社会における日本語のコミュニケーション ―日本語
を学ぶことはなぜ必要か―』（2013 年 6 月 28 日）
　（2013 年 3 月 10 日に開催された国立国語研究所第 6 回 NINJAL フォーラムでの講演を文字化した
もの）
　現在，日本には約 200 万人の外国人が住んでいる。統計によると，この 30 年で国内の留学生の数







































　1949 年から 2009 年 3 月までの新聞記事の切り抜きを電子化し，検索できるようにしたもの。
・米国議会図書館蔵『源氏物語』翻字本文







































































　 1966 年～ 1974 年にかけて刊行した『日本言語地図』に掲載された全地図の画像を PDF 形式で公
開したもの。
・方言文法全国地図































○MYSTERIES OF VERB-VERB COMPLEXES IN ASIAN LANGUAGES
「日本語およびアジア諸言語における複合動詞・複雑動詞の謎」
2013 年 12 月 14 日～ 15 日（国立国語研究所）
12 月 14 日：Featuring the languages of Japan
　Opening address and keynote lecture
　　Taro Kageyama (NINJAL)
　　　  “Mysteries of Verb-Verb complexes in Japanese”
　　Yoko Yumoto (Osaka University)
　　　  “Motivations and restrictions of lexical V-V compounding in Japanese”
　　Yo Matsumoto (Kobe University)
　　　  “What the V-te V complex predicates can say that the V-V compound verbs can't”
　　Bjarke Frellesvig (University of Oxford)
　　　  “V-V complexes in Old Japanese”
　　Masayoshi Shibatani (Rice University/NINJAL)
　　　  “V-V and V-te V verb complexes in Ryukyuan”
　　Anna Bugaeva (NINJAL) and Hiroshi Nakagawa (Chiba University)
　　　  “V-V complexes in Ainu”
　Poster presentations
　　Alan Hyun-Oak Kim (Southern Illinois University at Carbondale)
　　　  “ On the terminal stage of a verb's action pathway: Korean taa toy-n N contrasted with the 
Japanese tate-no N”
　　Bo Sen (University of Tokyo, graduate student)
　　　  “A Blending-based account of Japanese lexical aspectual compound verbs”
　　So Miyagawa (Kyoto University, graduate student)
　　　  “Iconical explanation on imperfective and iterative reduplications in Sumerian verbs”
　　Kohei Nakazawa (University of Tokyo, graduate student)
　　　  “Accentual varieties of V-V complexes in Japanese dialects”
　　Netra Prasad Paudyal (University of Zurich, Switzerland, graduate student)
　　　  “The Compound verb in Chintang”
　　Yoshiki Ogawa (Tohoku University) and Fumikazu Niinuma (Morioka University)
Ⅱ 共同研究と共同利用 57
　　　  “ What determines the (un) ergativity of emission verbs: A view from Japanese V-V 
compounds”
　　Renuka Ozarkar (University of Mumbai, India, graduate student)
　　　  “Deixis in the light verbs in Marathi”
　　Hiroko Koto and Nerida Jarkey (University of Sydney, graduate student/faculty)
　　　  “The nature of V1 in the -te oku construction in Japanese”
　　Evguenia Malaia (University of Texas at Arlington)
　　　  “Verb-verb predicates in Bangla and Russian: Morpho-semantic event structure analysis”
　　一色舞子（北海道大学大学院生）
　　　「日本語の「- ておく」と韓国語の「-e twuta/-e nohta」における史的対照研究」
　　韓 京娥（釡山大学，非常勤）








　　　「日本語「ておく」とウズベク語 -（i）b qo'y- の対照」
　Plenary talk
　　Miriam Butt（University of Konstanz）
　　　  “Complex predicate puzzles”
12 月 15 日 : Featuring languages outside Japan and acquisition of Japanese as a second language
　Keynote lecture
　　Peter Hook (University of Virginia/NINJAL)
　　　  “ From lexical ampliﬁer to aspectual alternant: A descriptive typology of South Asian verbal 
extension”
　　E. Annamalai (University of Chicago)
　　　  “The Variable Relation of Verbs in Sequence in Tamil”
　　Prashant Pardeshi (NINJAL)
　　　  “ Synchronic exploration in search of diachronic paths: A contrastive study of the 
grammaticalization of "PUT/KEEP" in Japanese and Marathi”
　　Hisanari Yamada (Otaru University of Commerce)
　　　  “V1 (perfective converb)+ V2 compound verbs in Standard Avar”
　　Bettina Zeisler (University of Tubingen)
　　　  “Non-contextually-triggered verb-verb sequences in Tibetan and Ladakhi”
　　Shen Li (Doshisha University)
　　　  “ A comparative analysis of resultative verbal compounds in Chinese and Japanese: 
Compounding in lexicon and syntax”
　　Yu Kuribayashi (Okayama University)
　　　  “Verb-Verb compounds in Turkish and Turkic Languages”
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　　Andrey Shluinsky (Institute of Linguistics, Russian Academy of Sciences, Moscow)
　　　  “Verb-verb complexes in Turkic languages”
　　John Whitman (NINJAL)










　　　「 中国人日本語学習者の日本語複合動詞・複雑述語の V1＋V2 結合意識 ―「～疲れる」「～慣
れる」，「～てならない」「～てたまらない」を例に―」
　　谷内美智子（国際交流基金日本語試験センター）





○第 8 回 日本語実用言語学国際会議（ICPLJ8）
2014 年 3 月 22 日～ 23 日（国立国語研究所）
3 月 22 日（土）
　開会挨拶：影山太郎（所長）
　招待講演
　　Catherine E. Snow (Harvard University)




　　　  “Demonstratives and Discourse Structure in the Language of Fiction”
　　Yuichi Suzuki
　　　  “ Measuring automaticity in second language Japanese: Real-time predictive sentence 
processing with the Japanese case-marker wa and ga”
　　Rika Yamashita











































　　　  “A time to laugh: Audience laughter at a rakugo performance for foreign students in Japan”
　　Paul Ganir
　　　  “Language learners' use of the Japanese particle ne inside and outside classrooms”
　　Nina Azumi Yoshida
























3 月 23 日（日）
　口頭発表 Session III
　　魏 娜，酒井たか子，小林典子























　　　  “ Connecting the Interaction Hypothesis and Noticing Hypothesis through Technology to 
Develop Communicative Competence among Beginning Japanese Learners”
　　Atsuko Onuma
　　　  “ How Tame-Keigo (Tameguchi-Keigo) language system in Japanese contemporary novels is 
translated in English? : From the aspect of pedagogy and cognitive linguistics”
　　Chika Yoshida，Tomohiko Shirahata，Mitsuko Hisano



























　　　  “Rethinking of strategies and discernment: Superiors' directives in a Japanese workplace”
　　Mineharu Nakayama, Noriko Yoshimura, Koichi Sawasaki
　　　  “Sensitivity to the continuity in speech time: Acquisition of TE IRU by JSL learners”
　　Margaret Thomas
62 Ⅱ 共同研究と共同利用



















○3rd International Conference on Phonetics and Phonology (3rd ICPP)
2013 年 12 月 20 日～ 22 日（国立国語研究所）
　Session 1 [Chair: Hiroaki Kato (NICT), Commentator: Yukari Hirata (Colgate University)]
　Keynote lecture 1
　　Reiko Mazuka (RIKEN Brain Science Institute/Duke University)
　　　  “ Learning that duration can be phonemic: Acquisition of duration-based vowel and 
consonant phonemic contrasts in Japanese”
　Poster session 1
　　1. Masako Fujimoto (National Institute for Japanese Language and Linguistics)
　　　  “ Timing diﬀerences in articulation between single and geminate voiceless stop consonants: 
An analysis of cine-MRI data”
　　2 . Haruka Fukazawa, Shigeto Kawahara, Mafuyu Kitahara and Shin-Ichiro Sano (Keio 
University/Keio University/Waseda University/Okayama Prefectural University)
　　　  “[p] causes devoicing of geminates in Japanese”
　　3. Mahjoub Zirak and Peter M. Skaer (Hiroshima University)
　　　  “Phonetic implementation of lexical and post lexical geminates in Persian”
　　4 . Toshio Matsuura and Kumiko Sato (Hokusei Gakuen University/Nagasaki University of 
Foreign Studies)
　　　  “Tonal change in Nagasaki Japanese”
　　5. Emiko Kaneko, Ian Wilson, Naomi Ogasawara, Younghyon Heo (University of Aizu)
　　　  “Diﬀerentiation of yes/no and wh-questions in the Aizu dialects”
　　6. Jeroen Breteler (University of Amsterdam)
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　　　  “A Stratal OT typology of lexical tonal melodies”
　　7 . Donna Erickson, Shigeto Kawahara, Jeff Moore, Atsuo Suemitsu,Yoshiho Shibuya (Showa 
Music University/Keio University/Sophia University/Japan Advanced Institute of Science and 
Technology/Kanazawa Medical University)
　　　  “Eﬀect of vowel height and position on jaw opening patterns in Japanese”
　　8. Ayat Hosseini (The University of Tokyo)
　　　  “Phonetic diﬀerences between pre-nuclear and nuclear accents in Persian”
　　9. Tatsuyuki Mimura (Muroran Institute of Technology)
　　　  “Notes on the origin and the development of secondary stress in Danish”
　　10. Shin'ichi Tanaka (Kobe University)
　　　  “Tonal change of loanwords in Osaka Japanese”
　　11 . Albert Lee, Yi Xu and Santitham Prom-On (University College London/University College 
London/King Mongkut's University of Technology Thonburi)
　　　  “Predicting single-word F0 contours of Tokyo Japanese using PENTAtrainer2”
　　12. Yizhou Lan and Sunyoung Oh (City University of Hong Kong)
　　　  “ Impact of L1 tone on L2 segments: Evidence from Cantonese and Mandarin speakers’ 
production of English consonant clusters”
　　13. Brigitta Keij and René Kager (Utrecht University)
　　　  “Early acquisition of word-level accent: A cross-linguistic infant study”
　　14. Shiho Yamamoto (University of Arizona)
　　　  “Pitch patterns of Japanese traditional verses”
　Session 2 [Chair: Michinao Matsui (Osaka Health Science University)]
　　Keiichi Tajima (Hosei University/RIKEN Brain Science Institute)
　　　  “Are phonemic length contrasts in Japanese exaggerated in infant-directed speech?”
　　Hyunsoon Kim (Hongik University)
　　　  “Korean speakers’ perception of Japanese geminates: Evidence for the role of L1 grammar”
　Session 3 [Chair: Ray Iwata (Kanazawa University), Commentator: John Phan (JSPS/NINJAL)]
　Keynote lecture 2
　　Larry Hyman (University of California Berkeley)
　　　  “Towards a typology of tone system changes”
　Session 4 [Chair: Yosuke Igarashi (Hiroshima University)]
　　Mitsuaki Endo (Aoyama Gakuin University)
　　　  “Bidirectional change in tone: Evidence from Chinese”
　　Pittayawat Pittayaporn (Chulalongkorn University)
　　　  “Contour change as restructuring of tonal variation: The case of Tone 4 in Thai”
　Session 5 [Chair: Zendo Uwano (NINJAL)]
　　Jonathan Evans (Academia Sinica)
　　　  “Tone reduction processes in Sino-Tibetan languages”
　　Haruo Kubozono (NINJAL)
　　　  “Accent changes in Kagoshima Japanese due to dialect contact”
　Poster session 2
　　1. Adam Jardine and Amanda Payne (University of Delaware)
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　　　  “Expanding StressTyp2: Integrating pitch accent and tone”
　　2 . Seunghun J. Lee and Clementinah Burheni (Central Connecticut State University/University 
of Venda)
　　　  “Revisiting H tone spreading and depressor consonants in Xitsonga”
　　3. Hang Zhang (George Washington University)
　　　  “The realization of Chinese sentence prominence in L2 studies”
　　4. Tetsuo Nishihara (Miyagi University of Education)
　　　  “On the condition of application in Rendaku”
　　5. Takayo Sugimoto (Tokoha University)
　　　  “The role of pitch accent in the acquisition of Rendaku”
　　6. Shinri Ohta and Satoshi Ohta (The University of Tokyo/Yamaguchi University)
　　　  “ Rendaku “enthusiasts” and rendaku “indiﬀerents”: Classiﬁcation of compound nouns based 
on the frequency of rendaku”
　　7. Hiromi Onishi (Grinnell College)
　　　  “Identiﬁcation of Japanese contrasts by Korean learners”
　　8. Manami Hirayama (Ritsumeikan University)
　　　  “A preliminary study on boundary eﬀects in vowel devoicing in Japanese”
　　9. Michinao Matsui (Osaka Health Science University)
　　　  “On the perceptual cue of devoiced vowels and voicedness of obstruents”
　　10. Mafuyu Kitahara and Kiyoko Yoneyama (Waseda University/Daito Bunka University)
　　　  “ The eﬀect of postvocalic voicing on durational characteristics of vowels in Japanese and L2 
English”
　　11. Kiyoko Yoneyama and Mafuyu Kitahara (Daito Bunka University/Waseda University)
　　　  “ Acquisition of word-final English voiced stops by Japanese learners of English: A case 
voiced alveolar stops”
　　12 . Kentaro Suganuma, Nicola Stranbini and Baris Kahraman (Kyushu University/Kyushu 
University/The University Tokyo)
　　　  “ Experimental study on sound symbolism between “size” and “consonantal voicing” in 
Japanese and Turkish”
　　13. Jeremy Perkins (University of Aizu)
　　　  “Distinct lexical strata in Thai consonant-tone interaction”
　　14. Ruoyang Shi and Qing Zhang (Kyoto University/Tianjin Normal University)
　　　  “Tone̶the exaptation of music”
　Session 6 [Chair: Shigeki Kaji (Kyoto University)]
　　Carlos Gussenhoven (Radboud University Nijmegen)
　　　  “On the origin and development of the Central Franconian tone”
　　Jeﬀrey Heinz (University of Delaware)
　　　  “StressTyp2: A database for the accentual patterns in the world’s languages”
　 Session 7 [Chair: Emiko Kaneko (University of Aizu), Commentator: Mark Irwin (Yamagata 
University)]
　Keynote lecture 3
　　Laurence Labrune (University of Bordeaux/CNRS)
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　　　  “ A cross-linguistic approach to rendaku-like compound markers, with special reference to 
Korean and Basque”
　Session 8 [Chair: Katsuo Tamaoka (Nagoya University)]
　　Mieko Takada (Aichi Gakuin University)
　　　  “Regional diﬀerences in voicing patterns during the closure of Japanese voiced geminates”
　　Sin-ichiro Sano and Shigeto Kawahara (Okayama Prefectural University/Keio University)
　　　  “Testing rendaku experimentally: Rosen’s Rule”
○国際シンポジウム「世界の言語における複統合性」
2014 年 2 月 20 日～ 21 日（国立国語研究所）




　　　  “What are the limits of polysynthesis?”
　　アンナ・ブガエワ（国立国語研究所）
　　　  “Polysynthesis in Ainu”
　　佐藤知己（北海道大学）
　　　  “A classiﬁcation of Ainu noun incorporation and its implications for language typology”
　　宮岡伯人
　　　  “Complex transitive verb in Yupik”
　　マリアンヌ・ミスン（カリフォルニア大学サンタバーバラ校）
　　　  “Chasing the essence of polysynthesis”
　　渡辺 己（東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所）
　　　  “The polysynthetic nature of Salish”
　　中山俊秀（東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所）
　　　  “The role of polysynthesis in Nuuchahnulth morphosyntactic structure”
　　堀 博文（静岡大学）
　　　  “Polysynthesis" in Haida”
2 月 21 日（金）
　Invited talk
　　ジョハンナ・ニコルス（カリフォルニア大学バークレー校）
　　　  “Explaining the geography of polysynthesis”
　　影山太郎（国立国語研究所）




　　　  “Was Old Japanese a polysynthetic language?”
　　永山ゆかり（北海道大学）
　　　  “Polysynthesis in Alutor”
　　エカテリーナ・グルズジェワ（ヘルシンキ大学）
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　　　  “Nivkh polysynthetic features within and across clauses”
　　エドワード・ワイダ（ウェスタン・ワシントン大学）
　　　  “Ket polysynthesis”
　　ロベルト・ザヴァラ・マルドナド（CIESAS）
　　　  “Polysynthesis in Mixe-Zoquean languages.”
　　ニコラス・エヴァンス（オーストラリア国立大学）
　　　  “Polysynthesis in Northern Australian languages”
　Discussion
Ⅲ．その他の国際会議
○9th Workshop on Altaic Formal Linguistics
August 23-25, 2013，Cornell University, Ithaca, NY
Friday, August 23
　Opening Remarks: John Whitman
　Session: 1, Chair: Mats Rooth
　　Invited Speaker: Susumu Kuno (Harvard University) & Soo-Yeon Kim (Sejong University)
　　　  “How Much Do Islands Matter in Sluicing?”
　　Jiwon Yun (Stony Brook University)
　　　  “ The inﬂuence of sentence-ﬁnal intonation and phonological phrasing on the interpretation 
of wh”
　Session: 2, Chair: John Bowers
　　Changguk Yim (Chung-Ang Universi) & Yoshi Dobashi (Niigata University)
　　　  “Recursive ι -phrasing and Yo-particle in Korean: A Derivational Approach”
　　Bonnie Krejci (Stanford University) & Lelia Glass (Stanford University)
　　　  “The Noun/Adjective Distinction in Kazakh”
　　Toru Ishii (Meiji University)
　　　  “Evidential Markers in the Nominal Right Periphery: The Japanese Hearsay Marker "Tte"”
　Session: 3, Chair: Wayne Harbert
　　Yinji Jin (Yokohama National University)
　　　  “Nominative-Genitive Conversion in Late Middle Korean”
　　 Lina Bao (Osaka University), Megumi Hasebe (Yokohama National University), Wurigumula 
Bao (Gifu University) & Hideki Maki (Gifu University)
　　　  “Accusative Subject Licensing in Modern Inner Mongolian”
　　Yoshiyuki Shibata (University of Connecticut)
　　　  “Object movement and its implication for A-scrambling in Japanese”
　Session: 4, Chair: Miloje Despic
　　Jaklin Kornﬁlt (Syracuse University) & Omer Preminger (Syracuse University)
　　　  “Nominative as no case at all: An argument from raising-to-accusative”
　　Hanzhi Zhu (Stanford University)
　　　  “Raising in Kazakh: Case, Agreement, and the EPP”
　　Faruk Akkuş (Boğaziçi University)
　　　  “Light Verb Constructions in Turkish: A Case for DP Predication and Blocking”
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　　Mikhail Knyazev (St. Petersburg State University)
　　　  “Verbal complementizers in Kalmyk”
Saturday, August 24
　Session: 1, Chair: John Whitman
　　Hideki Kishimoto (Kobe University)
　　　  “Exclamatives and Nominalization in Japanese”
　　Asya Pereltsvaig (Stanford) & Ekaterina Lyutikova (Moscow State University)
　　　  “Functional Structure in the Nominal Domain: A View from Tatar”
　　Noriko Yoshimura (University of Shizuoka) & Shoichi Iwasaki (UCLA)
　　　  “Cross-dialectal patterns of focus marking in Japanese cleft constructions”
　Session: 2, Chair: Jaklin Kornﬁlt
　　Nil Tonyalı (Boğaziçi University)
　　　  “Should Turkish be categorized as a high or low applicative language?”
　　Kyumin Kim (University of Calgary)
　　　  “Phases and idioms”
　Poster Session
　　Bilge Palaz (Boğaziçi University, Yıldız Technical University)
　　　  “On the Structure of Postpositional Phrases in Turkish”
　　Hyun Kyoung Jung (University of Arizona)
　　　  “The Double Functions of Korean Benefactive Suﬃx”
　　Feyza Balakbabalar (Boğaziçi University)
　　　  “ Can non-active morphology be a reliable indicator of external causation in anti-
causativestructures? Evidence from Turkish”
　　Takashi Nakajima (Toyama Prefectural University)
　　　  “"Weak" Projection, Conﬂation and the Lexical Transitivity Alternations”
　　Lan Kim (University of Delaware) & Satoshi Tomioka (University of Delaware)
　　　  “Decomposing the Give-type Benefactives in Korean and Japanese”
　　Sergei Tatevosov (Moscow State University)
　　　  “Manner-result dichotomy and light verb constructions in Karachay-Balkar”
　　Sungsoo Ok (Sejong University)
　　　  “A Predicate Approach to Korean Sluicing-like Constructions”
　　Naoyuki Akaso (Nagoya Gakuin University)
　　　  “On the Subject Position of Unaccusatives in Japanese: the Kageyama-Kishimoto Puzzle”
　　Takeru Suzuki (Tokyo Gakugei University)
　　　  “Not so Simple as Ik-Sounds: Verbs of Motion and Purpose Ni in Japanese”
　　Theodore Levin (MIT)
　　　  “Successive-Cyclic Case Assignment: Korean Case Alternation and Stacking”
　　Kenshi Funakoshi (University of Maryland)
　　　  “Silent Possessors in Korean”
　　Yuta Sakamoto (University of Connecticut/Tohoku University)
　　　  “Absence of Case-matching Eﬀects in Mongolian Sluicing”
　　Ayşe Büşra Yakut (Boğaziçi University)
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　　　  “The Logophoric Nature of the Bound Anaphor "kendi" in Turkish”
　　Hiroshi Aoyagi (Nanzan University)
　　　  “On serialized verbs in Japanese and Korean
　Session: 3, Chair: Abby Cohn”
　　Invited Speaker: Bruce Hayes (UCLA)
　　　  “ How do constraint families interact? A study of variation in Tagalog, French, and 
Hungarian”
　　Yusuke Imanishi (MIT)
　　　  “Minimal vs. maximal truncation in the Kansai Japanese hypocoristics”
　Session: 4, Chair: Draga Zec
　　Seongyeon Ko (Queens College)
　　　  “Towards a contrast-driven typology of the ALtaic vowel systems”
　　Samuel R. Bowman (Stanford University) & Benjamin Lokshin (Stanford University)
　　　  “Idiosyncratic transparency in Kazakh vowel harmony”
　　Yusuke Yoda (Kinki University)
　　　  “Phrasal or Phasal Coordination?-From the Evidence of Suspended Aﬃxation”
Sunday, August 25
　Session: 1, Chair: Jeﬀ Runner
　　Invited Speaker: Guglielmo Cinque (Università Ca' Foscari Venezia)
　　　  “Word Order Typology: a change of perspective”
　　Tomoko Ishizuka (Tama University)
　　　  “Steps towards a minimalist analysis of Japanese no”
　　Kunio Nishiyama (Ibaraki University)
　　　  “The development of Japanese no: Grammaticalization, degrammaticalization, or neither?”
　Session: 2, Chair: John Whitman
　　Yasuhiro Iida (Osaka University)
　　　  “On the "What as Why" Phenomenon in Japanese and Turkish”
　　Jaehoon Choi (University of Arizona)
　　　  “On Jussive Clauses in Korean”
　　Hsu-Te Cheng (University of Connecticut)












































































































　　　  “Wh-islands in Child Japanese Revisited”
　　藤井友比呂
　　　  “Radical Argument Drop in the Null Subject Hierarchy”
　　平山真奈美














○Japanese Language Variation and Change Conference 2014






























































































































































































































　　小野正樹，朱 炫姝，Dehipitiya Surangi DILUSHA，李 国玲，Suvanakoot PATCHARAPHAN
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○合同研究発表会　NINJAL Typology Festa 2014
2014 年 2 月 22 日～ 23 日（国立国語研究所）
　　ニコラス・エヴァンス
　　　  “Experiencer Objects Constructions and Transitivity in Nen”
　Session 1
　　白井聡子
　　　  “Analysis of intransitive-transitive verb pairs in rGyalrong”
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　　岸本秀樹




　　　  “From existence to experience: Four verbs of occurring in Romanian”
　　ラリサ・ライスロ
　　　  “Transitivity in Nganasan”
　Session 3
　　プラシャント・パルデシ
　　　  “A Geo-typological database of transitivity pairs: What is it and what does it do?”
　　ピーター・フック , プラシャント・パルデシ
　　　  “ [children's playing photographs] vs. [playing children's photographs]: Mismatched 
prenominal participial phrases in Marathi, Hindi-Urdu, Korean & Japanese”
　　アンナ・ブガエワ , ジョン・ホイットマン
　　　  “Noun modiﬁcation and noun complementation in Northeast Asia”
　　マリアンヌ・ミスン
　　　  “Transitivity and Information Flow”
　　アンドレイ・マルチュコフ
　　　  “Constraining nominalizations: functional and structural factors in interaction”
　Session 4
　　エカテリーナ・グルズジェワ
　　　  “Clausal nominalization as a complementation strategy in Nivkh”
　　長崎 郁
　　　  “ Relativization, nominalization, and main clause use of the attributive/nominalized forms of 
verbs in Kolyma Yukaghir”
　Session 5
　　風間伸次郎
　　　  “ Nominal Predicates in Tungusic languages Diachronic analysis on nominal predicates 
-focusing on -ča in Tungusic languages-”
　　江畑冬生
　　　  “Polyfunctionality of verbal endings in Turkic”
　　松本 曜





























　2013 年 6 月 23 日（国立国語研究所）
　　松井理直（大阪保健医療大学）
　　　「無声化母音・阻害音有声性の知覚的手がかりと摩擦促音の生起」
　　 Donna Erickson（昭和音楽大学・上智大学），Yoshiho Shibuya（金沢医科大学），Atsuo Suemitsu（北
陸先端科学技術大学院大学），Mark Tiede（Haskins Laboratories）
　　　  “ Comparison of American and Japanese English speakers’ articulation of Phrasal Stress: 
Some observations”





　　Bob Ladd (University of Edinburgh)
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　　　  “ Individual differences in pitch perception, and their possible relevance for language 
typology”































　　　  “How Rendaku Was Made “Harder”in Ha-gyoo“
○言語の普遍性及び多様性を司る生得的制約
　プロジェクトリーダー　村杉恵子（南山大学）







　　　  “Case and labeling in a language without ɸ-feature agreement”























　2013 年 6 月 7 日～ 8 日（国立情報学研究所）























































































　2014 年 3 月 18 日（国立国語研究所）
　　 阿部貴人（国立国語研究所非常勤研究員），米田正人（国立国語研究所名誉所員），前田忠彦（統
計数理研究所）























































　2014 年 3 月 9 日（成城大学）
　　竹内史郎（成城大学），岡崎友子（東洋大学）






















　2013 年 12 月 11 日（国立情報学研究所）






　2013 年 6 月 7 日（国立情報学研究所）
　　CSJ-RDB 講習会（初級編）
　2013 年 6 月 8 日（国立情報学研究所）
　　CSJ-RDB 講習会（中級編）














　　　「『今昔物語集』巻 12 の語彙の考察 ―形態素解析の試行データの分析―」
　　 Stephen Wright Horn (Faculty of Oriental Studies, University of Oxford)，Bjarke Frellesvig 
(Faculty of Oriental Studies, University of Oxford)






　2013 年 7 月 13 日（名古屋大学）
　2013 年 8 月 3 日（北海道大学）
　2013 年 8 月 10 日（熊本県立大学）
　2013 年 8 月 31 日（金沢大学）
　2013 年 11 月 9 日（国際教養大学）
○パラ言語情報および非言語情報の研究における基本概念の体系化
　プロジェクトリーダー　森 大毅






　2013 年 6 月 7 日（国立情報学研究所）
　　CSJ-RDB 講習会（初級編）
　2013 年 6 月 8 日（国立情報学研究所）
　　CSJ-RDB 講習会（中級編）





















　2013 年 11 月 9 日（富山大学五福キャンパス）






　　吉岡 乾（東京外大 AA 研学振 PD）
　　　「ブルシャスキー語の動詞語幹と他動性」
　　西岡美樹（大阪大学非常勤講師）































　　Bjarke Frellesvig（オックスフォード大学 / 国立国語研究所客員教授）




　　　  “ Initial Devoicing in Tonogenesis: the case of Mường Chỏi (A Language of Northern 
Vietnam)”
　2013 年 11 月 2 日～ 3 日（国立国語研究所）＜アイヌ語班＞
　　アンナ・ブガエワ（国立国語研究所）
















　　　「名詞化と分詞 ―現代英語の過去分詞 -ed/-en の観点から」
　　呉人 惠（富山大学）





　2013 年 12 月 23 日（国立国語研究所）＜音韻再建班＞
　　Pittayawat Pittayaporn（タイ・チュラロンコーン大学）
　　　  “The sound of proto-Tai tones”
　　Trần Trí Dõi（ベトナム・ハノイ大学）
　　　  “The historical origin of the current initial nasal consonants [m, n, ɲ, ŋ] in Vietnamese”
　　清水政明（大阪大学）























　2013 年 11 月 10 日（国立国語研究所）
　　李 在鎬（筑波大学）















































































　2013 年 7 月 7 日（北星学園大学）
　　戸江哲理（日本学術振興会特別研究員 / 奈良女子大学）
　　　「子育て支援サークルと会話分析」












究所で開催している。2013 年度は下記 12 件を開催した。
○第 34 回　2013 年 5 月 28 日
　鳥飼玖美子（立教大学特任教授 / 国語研客員教授）
　　「日本の英語教育政策の問題 ―「グローバル人材育成」という幻想」
○第 35 回　2013 年 6 月 11 日
　富岡 諭（米国 デラウェア大学）
　　「慣例的含みとしての疑問文」
○第 36 回　2013 年 7 月 2 日
　Foong Ha YAP，玉地瑞穂（香港理工大学）
　　「動詞「言う」の連体形から終止構造への変化：日本語の係り結び構造の盛衰への示唆」
○第 37 回　2013 年 7 月 23 日
　中島和子（カナダ トロント大学名誉教授，国語研外来研究員）
　　「多言語環境に育つ児童生徒の 2 言語関係と継承語教育への意義」
○第 38 回　2013 年 9 月 10 日
　曾 淑娟（台湾 中央研究院語言学研究所）
　　「音声の生成と知覚：連続音声中のトーンを例に」
○第 39 回　2012 年 9 月 26 日
　J.Marshall UNGER（米国 オハイオ州立大学 / 国語研客員教授）
　　「社会問題を解決する国字政策」




○第 41 回　2013 年 12 月 10 日
　林 史典（聖徳大学）
　　「日本漢字音と日本語音韻史」
○第 42 回　2013 年 12 月 19 日
　Larry HYMAN (University of California, Berkeley)
　　  “Issues in the Representational Analysis of Syntagmatic Tone Systems”
　Carlos GUSSENHOVEN (Radboud University Nijmegen)
　　  “On Prominence and Stress”
○第 43 回　2014 年 1 月 31 日
　Mark ARONOFF（ニューヨーク州立大学ストーニーブルック校）
　　  “Semantics and Morphological Categories”
○第 44 回　2014 年 2 月 4 日
　Heiko NARROG（東北大学 / 国語研客員准教授）
　　「モダリティー ―類型論的・通時的視点から」
○第 45 回　2014 年 3 月 4 日
　 Emma GENIUŠIENĖ（ロシア科学アカデミー・サンクトペテルブルグ言語学研究所 / ヴィルニウ
ス大学名誉教授）




交換を行う場である。外部からの聴講も歓迎している。2013 年度は第 87 回から第 106 回までを開催
した。
○第 87 回　2013 年 4 月 9 日
　小川晋史（時空間変異研究系 PD フェロー）
　　「琉球諸語の統一的表記法」
　保田 祥（コーパス開発センター PD フェロー）
　　「テキストが供給可能な情報の研究」
○第 88 回　2013 年 4 月 16 日
　中北美千子（日本語教育研究・情報センター PD フェロー）
　　「接触場面における日本語学習者の待遇表現運用」
　黄 賢暻（理論・構造研究系 PD フェロー）
　　「プロソディーと情報構造の相互作用」









○第 91 回　2013 年 5 月 14 日
　丸山岳彦（言語資源研究系）
　　「自発的な話し言葉に現れる挿入構造の分析」」
○第 92 回　2013 年 5 月 21 日
　平本美恵（シンガポール国立大学），朝日祥之（時空間変異研究系）
　　「ハワイ日系移民コミュニティにおける代名詞のバリエーション」
○第 93 回　2013 年 6 月 18 日
　高田智和（理論・構造研究系）
　　「米国議会図書館本『源氏物語』写本の書誌」
○第 94 回　2013 年 6 月 25 日
　籠宮隆之（研究情報資料センター特任助教）
　　「聴覚補助器の性能を評価するためのパラ言語情報聴取試験の開発」
○第 95 回　2013 年 7 月 9 日
　田中牧郎，山崎 誠，小磯花絵（コーパス開発センター）
　　「コーパス開発の実際 ―国語研の将来構想の議論のために―」
○第 96 回　2013 年 7 月 16 日
　南部智史（非常勤研究員），朝日祥之，相澤正夫（時空間変異研究系）
　　「ガ行鼻音の衰退過程とその要因について ―札幌と富良野の大規模データを利用して―」
○第 97 回　2013 年 9 月 17 日
　イレーナ・スルダノヴィッチ（外来研究員 スロベニア・リュブリャーナ大学）
　　「日本語コーパスに基づく形容詞と名詞のコロケーション」」
○第 98 回　2013 年 10 月 1 日
　乙武香里（言語資源研究系 PD フェロー）
　　「形容詞過去形述語文とエヴィデンシャリティー ―現代日本語共通語の場合―」
○第 99 回　2013 年 10 月 15 日
　窪薗晴夫（理論・構造研究系）
　　「鹿児島方言の疑問イントネーション」
○第 100 回　2013 年 11 月 5 日
　前川喜久雄（言語資源研究系）
　　「日本語自発音声における ﬁnal lowering の生起領域」
○第 101 回　2013 年 11 月 19 日
　小山内優子（言語対照研究系非常勤研究員）
　　「中期朝鮮語における 2 つの補文節について」
○第 102 回　2013 年 12 月 3 日
　 浅原正幸，今田水穂（コーパス開発センター PD フェロー），保田 祥（コーパス開発センター PD フェ
ロー），小西 光（コーパス開発センター非常勤研究員），前川喜久雄（コーパス開発センター）
　　「Web を母集団とした超大規模コーパスの開発 2013 年度進捗報告」




○第 104 回　2014 年 2 月 25 日
　エルガ・ストラフェッラ（外来研究員 / 日本学術振興会外国人特別研究員）
　　「日伊コロケーション辞書を目指す現代日本語におけるコロケーションの検出と分析」
○第 105 回　2014 年 3 月 11 日
　 保田 祥（コーパス開発センター PD フェロー），柏野和佳子（言語資源研究系），立花幸子（技術
補佐員），丸山岳彦（言語資源研究系）
　　「語りかける書きことばの表現」





○「日本語レキシコンの音韻特性」研究発表会 兼 第 27 回日本音声学会全国大会
　2013 年 9 月 29 日（金沢大学角間キャンパス）
　9:30 ～ 12:15　共同研究会 兼 第 27 回日本音声学会全国大会 公開講演
　　Bob Ladd (University of Edinburgh)
　　　  “Singing in tone languages: Phonetic and structural eﬀects”







○「日本語レキシコンの音韻特性」研究発表会 兼 日本言語学会第 147 回大会
















































・ 「雑誌『国語学』全文データベース」に論文本文の PDF 画像を追加した。
・ 研究図書室所蔵の日本語史研究資料のデジタル画像を公開した（『明六雑誌』，『古今文字讃』，『聖
遊郭（雪月花）』，『傾城買二筋道』，『河東方言箱枕』，『潮来婦誌』の 6 点）。
・ データベース 2 件（「日本語自然会話書き起こしコーパス（旧名大会話コーパス）」「外国人学習者
の日本語誤用例集「寺村誤用例集データベース」」）の受け入れを行った。
・ 「よくある「ことば」の質問」に Q&A を 9 件追加公開した。
・ 『国立国語研究所論集』第 5 号（5 月）・第 6 号（11 月），『国語研プロジェクトレビュー』第 4 巻第
1 号（6 月）・第 4 巻第 2 号（10 月）・第 4 巻 3 号（2 月）を刊行した。
・ 研究資料室収蔵資料の現状調査を開始した。











・ 2013 年 3 月より『日本語歴史コーパス』（CHJ）平安時代編（短単位・長単位）の『中納言』によ
るオンライン公開を開始した（契約数は下記参照）。
・ 2013 年 10 月『明六雑誌コーパス』をアップデートし，原本画像参照機能を追加した（Ver1.1）。
・ 形態素解析用辞書「UniDic」をアップデートし，「近代文語 UniDic」Ver.1.4，「中古和文 UniDic」
Ver.1.4 を公開した。
・ 『中納言』による『現代日本語書き言葉均衡コーパス』のオンライン検索は新規契約（2013 年 4 月
から 2014 年 3 月まで）が 722 件あり，通算で 2000 件を超えた。同じく『中納言』による『日本語
歴史コーパス』平安時代編（短単位・長単位）の新規契約数は 123 件。
・ 『中納言』の機能強化を実施した。検索条件指定の利便性向上が主要な内容。
・ 『現代日本語書き言葉均衡コーパス』DVD 版の新規契約数は 51 件（通算 241 件）。『日本語話し言
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葉コーパス』DVD 版の新規契約数は 59 件。
・ コーパス利用技術の普及を目標とした講習会を開催した。CSJ-RDB 版 講習会（2013 年 6 月），『中
納言』BCCWJ 講習会（2013 年 8 月，2014 年 2 月），『中納言』CHJ 講習会（2014 年 1 月），ChaKi.

















　　　所蔵資料数（2014 年 4 月 1 日現在）
図書 雑誌
日本語 120,740 冊 5,256 種
外国語 030,137 冊 0,522 種
























54 巻の本文データのウェブ上での公開を継続している。また，「桐壷」，「須磨」，「柏木」の 3 巻につ
いては，同館から提供を受けた画像データの公開も国語研で行っている。
台湾中央研究院語言學研究所との研究連携







　言語学関係の出版社として傑出した出版活動で世界をリードする De Gruyter Mouton（ドゥ・グ
ロイター・ムートン社　ベルリン／ボストン）からの申し出により，国語研の優れた研究成果を英
文で出版する包括的な協定を 2012 年 7 月に締結した。この協定による第一弾として，2014 年から，
日本語および日本語言語学の研究に関する包括的な英文日本語研究ハンドブック，Handbooks of 










　柴谷方良（ライス大学 教授）Masayoshi Shibatani (Rice University)
　影山太郎（国立国語研究所 所長）Taro Kageyama (Director-General, NINJAL）
シリーズの構成
全巻英文，各巻 600 ～ 700 ページ
1. Handbook of Japanese Historical Linguistics
  Edited by Bjarke Frellesvig (University of Oxford/NINJAL), Satoshi Kinsui (Osaka University/
NINJAL) and John Whitman (NINJAL)
2. Handbook of Japanese Phonetics and Phonology
 Edited by Haruo Kubozono (NINJAL)
3. Handbook of Japanese Lexicon and Word Formation
 Edited by Taro Kageyama (NINAL) and Hideki Kishimoto (Kobe University)
4. Handbook of Japanese Syntax
  Edited by Masayoshi Shibatani (Rice University/NINJAL), Shigeru Miyagawa (MIT/NINJAL) 
and Hisashi Noda (NINJAL)
5. Handbook of Japanese Semantics and Pragmatics
  Edited by Wesley Jacobsen (Harvard University) and Yukinori Takubo (Kyoto University/ 
NINJAL)
6. Handbook of Japanese Contrastive Linguistics 
 Edited by Prashant Pardeshi (NINJAL) and Taro Kageyama (NINJAL)
7. Handbook of Japanese Dialects
 Edited by Nobuko Kibe (NINJAL) and Tetsuo Nitta (Kanazawa University)
8. Handbook of the Ryukyuan Languages
  Edited by Patrick Heinrich (Dokkyo University), Shinsho Miyara (formerly, University of the 
Ryukyus) and Michinori Shimoji (Kyushu University/NINJAL)
9. Handbook of Japanese Sociolinguistics
  Edited by Fumio Inoue (Meikai University/NINJAL), Mayumi Usami (Tokyo University of 
Foreign Studies) and Yoshiyuki Asahi (NINJAL)
10. Handbook of Japanese Psycholinguistics
 Edited by Mineharu Nakayama (Ohio State University/NINJAL)
11. Handbook of Japanese Applied Linguistics
 Edited by Masahiko Minami (San Francisco State University/NINJAL)
海外の研究者の招聘
　海外の研究者を専任や客員教員（2013 年度新規 4 名）として招へいすると同時に，研究プロジェ
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クトに共同研究員として多数の参画を得ている。また，海外の研究者や大学院生が国語研に滞在して




























































































　2013 年 7 月 30 日（早稲田大学国際会議場）
○八丈方言の昔と今 ―全国危機方言サミット（仮称）に向けて―
　2013 年 11 月 9 日（東京都立八丈高等学校）
○久米島・島ことば調査のつどい
　2013 年 12 月 4 日（久米島博物館）
○TUG2013 チュートリアルを日本語で聞く会
　2014 年 2 月 8 日（国立国語研究所）
人間文化研究機構関係　公開講演会・シンポジウム
○人間文化研究機構第 21 回公開講演会・シンポジウム「海を渡った日本語」
　2013 年 9 月 1 日（一橋大学一橋講堂 学術総合センター）
○大規模災害と人間文化研究「災害に学ぶ ―歴史文化情報資源の保全と再生―」

















　2013 年 7 月 25 日（江戸川区子ども未来館）
　対象：小学 4 ～ 6 年生
　講師：丸山岳彦（言語資源研究系准教授）
ニホンゴ探検 2013 ―1 日研究員になろう―
　児童・生徒・一般を対象に研究所を公開し，「日本語」「ことば」の魅力と不思議に触れられるプロ
グラムが人気のイベント。































○第 13 回　2014 年 3 月 10 日（大阪市内）
　「方言の注釈と表記」
　講師：下地理則（言語対照研究系客員准教授）




○『日本語話し言葉コーパス』コア RDB 講習会 初級編 中級編
　2013 年 6 月 7 日～ 8 日（国立情報学研究所）
○『ChaKi.NET』講習会（関西地区）
　2013 年 8 月 7 日（アプローズタワー 13 階貸会議室）
○『中納言』講習会
　2013 年 8 月 8 日（TKP ガーデンシティ京都）
○『日本語歴史コーパス 平安時代編』講習会
　2014 年 1 月 25 日（国立国語研究所）
○『中納言』講習会
　2014 年 2 月 23 日（国立国語研究所）
○『ChaKi.NET』講習会

































交替，複合動詞，語形成と統語・意味との係わり）について研究チームごとに 1 ～ 3 の活動を行った
（属性叙述チームは 2011 年に研究成果を論文集として出版し，形式上活動を終えた）。
１．「動詞の自他交替」チーム
　 2013 年 8 月に NINJAL 国際シンポジウム「日本語の自他と項交替（Valency Classes and 
Alternations in Japanese）」を開催したが，その招待講演をベースとする論文集Transitivity and 
Valency Alternations: Studies on Japanese and Beyond , ed. by Taro Kageyama and Wesley M. 







献（Charles K. Parker: A Dictionary of Japanese Compound Verbs , 1939）の紹介を含む。





　③ 2013 年 12 月に開催した NINJAL 国際シンポジウム「日本語およびアジア諸言語における複合動
詞・複雑動詞の謎」（NINJAL International Symposium “Mysteries of Verb-Verb Complexes in 
Asian Languages”）の成果をヨーロッパの出版社から刊行するための準備に着手した。
３．「語形成と意味・統語」チーム
　　 Masayoshi Shibatani and Taro Kageyama (Series Editors) Handbooks of Japanese Language 
and Linguistics シ リ ー ズ の １ 巻 と し て，Taro Kageyama and Hideki Kishimoto (eds.) The 










　　 “Post-syntactic compounds and semantic head-marking in Japanese”, Bjarke Frellesvig and 
Peter Sells (eds.) Japanese/Korean Linguistics 20 , pp.363‒382. Stanford: CSLI. 2013.11.
《データベース類》
　影山太郎，神崎享子








　　 “Mysteries of Verb-Verb complexes in Japanese”, NINJAL International Symposium 2013: 
Mysteries of Verb-Verb Complexes in Asian Languages, 国立国語研究所，2013.12.14.
　Taro Kageyama
　　 “Noun incorporation-like phenomena in Japanese: At the crossroads of polysynthesis and 
agglutination”, International Symposium on Polysynthesis in the World's Languages, 国立国語研
究所，2014.2.21.
【学会・国際会議・セミナー等の企画運営】
・ NINJAL 国際シンポジウム「日本語およびアジア諸言語における複合動詞・複雑動詞の謎」（NINJAL 
















Association for Laboratory Phonology
【学会等の役員・委員】日本言語学会 常任委員・評議員，日本音声学会 理事・企画委員長・評議員，
日本学術会議 連携会員，理化学研究所脳科学研究センター 客員研究員，台湾東呉大学 客員教授，
市河三喜賞 審査委員，The Association for Laboratory Phonology, Executive Committee member， 
Natural Language and Linguistic Theory 編 集委員 , Oxford Studies in Phonology and Phonetics 

















（2 ）年 5 回の研究成果発表会と国際シンポジウム（3rd ICPP）（計 11 日）を東京（3 回），西，北陸，
東海の各地（各 1 回）で開催した。すべてを公開とした結果，第 1 ～ 3 回発表会だけで合計 246 名




（3 ）アクセントと促音に関する国際会シンポジウム（3rd ICPP）を実施し，国内外から合計 143 名（3
日間で延べ 304 名）の参加を得て，国内の研究成果（合計 25 件の発表，うちプロジェクトから 13
件（口頭 4 件＋ポスター 9 件）を英語で発信した。
（4 ）前々年度に開催した国際ワークショップ（GemCon 2011）の成果を編集し，Journal of East 
Asian Linguistics 22 巻 4 号に特集号（Special issue on Japanese Geminate Obstruents）として
公刊した。また前年度の重点テーマ（アクセント・トーンの中和）に関して合計 7 本の英文論文
を取りまとめ，出版社との交渉に入った。さらに前年度に開始したThe Handbook of Japanese 
Phonetics and Phonology（Mouton de Gruyter）については全 19 章の編集作業をほぼ完了し，
2014 年度中に刊行される見通しを立てた。
















　　『日英対照 英語学の基礎』総 211 頁，くろしお出版，2013.
《論文・ブックチャプター》
　Haruo Kubozono
　　 “Japanese word accent”, In Oxford Bibliographies in Linguistics . Mark Aronoﬀ (ed.). New York: 







　　 “Introduction to the special issue on Japanese geminate obstruents”, Journal of East Asian 
Linguistics 22(4), pp.303-306. 2013.
　Haruo Kubozono, Hajime Takeyasu and Mikio Giriko
　　 “On the positional assymmetry of consonant gemination in Japanese loanwords”, Journal of East 









　　 “Word prosody in sentence perspectives”，國立清華大學語言學研究所コロキウム［招待講演］
2013.4.9.
　窪薗晴夫
　　 “Question and vocative prosody in Japanese”，ソウル大学言語学コロキウム［招待講演］
2013.9.13.
　窪薗晴夫
　　 「甑島方言の 2 型アクセント」，日本音声学会第 27 回全国大会公開シンポジウム「N 型アクセン
トの諸相」（金沢大学）2013.9.29.
　窪薗晴夫
　　 「鹿児島方言におけるアクセントの変化」，日本言語学会 147 回大会ワークショップ「標準語との
接触による方言アクセントの変化」（神戸市外国語大学）2013.11.24.
　窪薗晴夫












・ 日本音声学会第 27 回全国大会公開シンポジウム「N 型アクセントの諸相」（金沢大学）（企画・運営）
2013.9.29.
・ 日本言語学会 147 回大会ワークショップ「標準語との接触による方言アクセントの変化」（神戸市
外国語大学）（企画・運営）2013.11.24.




























（1 ）共同研究組織に適切なメンバーを 2 名加え，プロジェクトの最終目的である“連濁事典”の英語
版（Perspectives on Rendaku: Sequential Voicing in Japanese Compounds）に集中し，ドイツの
Mouton 社に提出する原稿の作成を始めた。
（2 ）プロジェクト共同研究員による査読付き論文 1 件が専門雑誌に掲載された。
（3 ）プロジェクト共同研究員が国際シンポジウムでプロジェクト関係の研究発表 8 件を行なった。
（4 ）2 回（計 4 日）のプロジェクト打ち合わせ会を会津若松市（5 月 18 日～ 19 日）と金沢市（11 月
9 日～ 10 日）で開催し，英語版の各章の内容と書式を議論した。2 月 24 日～ 25 日に第 9 回音韻論
フェスタを窪薗班（プロジェクト名 : ｢日本語レキシコンの音韻特性｣）と共催した。
（5 ）12 月 20 日～ 22 日に国際シンポジウムを窪薗班と共催した（発表数：口頭発表 13 件＋ポスター




　Timothy J. Vance, Manami Hirayama and Mikio Giriko
　　 “Transition to a two-type accent system in Tokyo Japanese? The behavior of surnames”, 






　　 “Benjamin Smith Lyman’s native variety of English”，日本英語学会国際春季フォーラム（東京
大学）［招待講演］2013.4.
　Timothy J. Vance
　　 “Rendaku, reduplication, and mimetic vocabulary”, Paris Meeting on East Asian Linguistics 
(École des Hautes Études en Sciences Sociales, France) 2013.6.
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　Timothy J. Vance and Mark Irwin
　　 “A rendaku database for Old Japanese”, 21st International Conference on Historical Linguistics, 
(University of Oslo, Norway) 2013.8.
　Timothy J. Vance
　　 “The inexorable spread of 〈ou〉 in Japanese romanization”, SCRIPTA 2013: The Evolution of 
Scripts (Seoul National University, Korea)［招待講演］2013.10.
【学会・国際会議・セミナー等の企画運営】
・日本音韻論学会「2013 年度春期研究発表会」（企画 ･ 運営）2013.6.














テム開発研究室 研究員（1991），同 情報資料研究部 主任研究官（1995），独立行政法人国立国語研究






会言語科学会 理事，計量国語学会 理事，社会言語科学会広報委員会 委員長，日本心理学会教科書作
成委員会 副委員長，日本心理学会認定心理士認定基準作成 委員，筑波大学留学生センター 日本語・
日本事情遠隔教育拠点事業 運営委員
【受賞歴】
2010　社会言語科学会 第 9 回徳川宗賢賞（優秀賞）
2010　国立国語研究所第 1 回所長賞






















（1 ）JIS コードや Unicode など既存文字コードで表現できない仮名・漢字・表記符号について調査を
おこなった。国際文字コード標準化活動（コンピュータの文字に関するもの）に関する国際会議
















































　　 「共通語化は予測可能か：山形県鶴岡市での 60 年間調査による検証」，日本行動計量学会第 41 回
大会特別セッション（東邦大学）2013.9.
　米田正人，阿部貴人，前田忠彦，横山詔一，佐藤亮一，水野義道，中村 隆






　　 「言語生活と方言使用の連関分析」，日本行動計量学会第 41 回大会特別セッション（東邦大学）
2013.9.
　阿部貴人，米田正人，前田忠彦，横山詔一，中村 隆







　　 「新常用漢字の意味的クラスター化と日本語教育の漢字教材開発への応用」，The Eighth 



















































　Hanae Koiso and Yasuharu Den
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　　 “Acoustic and linguistic features related to speech planning appearing at weak clause 
boundaries in Japanese monologs”, Proceedings of the 6th Workshop on Disfluency in 
Spontaneous Speech , pp.37-40. 2013.8.
【講演・口頭発表】
　石本祐一，小磯花絵
　　 「日本語話し言葉コーパスを用いた対話音声のイントネーション句の分析」，『第 4 回コーパス日
本語学ワークショップ予稿集』pp.159-166.（国立国語研究所）2013.9.
　土屋智行，伝 康晴，小磯花絵
　　 「会話コーパスの転記方式の相互変換 ―引き伸ばしに着目して―」，『第 4 回コーパス日本語学
ワークショップ予稿集』pp.69-76.（国立国語研究所）2013.9.
　小磯花絵，伝 康晴














　　 「五七調・七五調のリズム知覚に関する予備的研究」，『言語処理学会第 20 回年次大会予稿集』 
pp.574-577.（北海道大学）2014.3.
　土屋智行，伝 康晴，小磯花絵
　　 「発話の流暢性を踏まえた機能表現の抽出と分析」，『言語処理学会第 20 回年次大会予稿集』 
pp.19-22.（北海道大学）2014.3.
　石本祐一，小磯花絵




















科学とコンピュータ研究会 運営委員，情報処理学会情報規格調査会 SC2 専門委員会 委員，国際符号

































































































　　 「日本語学習者に対する漢字字形デザインの選好調査 ―台湾の学習者の場合―」，第 45 回 JSL
漢字学習研究会（慶應義塾大学）2013.6.
　高田智和
　　 「原本画像参照機能付き『明六雑誌コーパス』の開発」，日本語学会 2013 年度秋季大会（静岡大学）
2013.10.
　高田智和，小助川貞次，堤 智昭，斎藤達哉，小木曽智信，小野 博
　　 「古典籍原本画像と翻字テキストの対照ビュアーの開発」，日本語学会 2013 年度秋季大会（静岡
大学）2013.10.
　近藤明日子，高田智和，小木曽智信，堤 智昭








































（2 ）Urban Language Seminar 11（第 11 回国際都市言語セミナー，広島市文化交流会館，2013 年 8
月 17-18 日）において，首都圏言語に関するパネル発表を企画し，4 件の口頭発表と 2 件のポスター
発表を行った。
（3 ）2014 年 2 月に，論文集『首都圏の言語の実態と動向に関する研究成果報告書 首都圏言語研究の






















































　　 「「首都圏の言語に関する研究文献目録」紹介」，日本語学会 2013 年度春季大会（大阪大学）
2013.6.2.
　Harumi Mitsui, Kanetaka Yarimizu, Hiromi Kameda, Mario Kuno and Yukari Tanaka
　　 “A Study of the geographical distribution of lexical variation among younger generation 



















【職歴】純真女子短期大学 助手（1980），純真女子短期大学 講師（1981），福岡女学院短期大学 講師
























（1）沖縄県久米島（沖縄語）の調査を 25 年 12 月 1 日（日）～ 4 日（木）に実施。
（2 ）『消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究　八丈方言調査報告書』（国立国語研究所共同研
究プロジェクト調査報告書，253pp. 2013.10.）刊行した。HP でも公開。
（3）喜界島 5 地域の基礎語彙の音声データの整備。26 年度に HP で公開予定。
（4）調査研究対象を琉球語，八丈語から本土方言へ広げ，宮崎県椎葉村で基礎語彙調査を実施。











（1 ）木部暢子，小松和彦，佐藤洋一郎（編）『アジアの人びとの自然観をたどる』， 350pp. 東京：勉誠
出版（2013.11）を刊行。その中の「昔がたりにみる自然と文化 ―鳥の声の聞きなしと方言」を執筆。
座談会 1「東アジア海の文化と歴史 ―地域を越えた普遍性と固有性」に参加。





























（1 ）2014 年 1 月 25 日に津田ホールで「災害に学ぶ ―歴史文化情報資源の保全と再生―東日本大震
災から私たちは何を学んだか。歴史文化情報資源を未来に残すために」というテーマで，有形文化
財の保全と再生に関する公開シンポジウムを開催。
（2 ）24 年度に開催した公開シンポジウムの報告書，『平成 24 年度公開シンポジウム 関東地区 報告
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　　 『人間文化研究機構連携研究「大規模災害と人間文化研究」平成 24 年度公開シンポジウム関西地
区　報告書』，58pp. 2014.3.31.
　木部暢子 編


















　　 「50 年前の八丈語と現在の八丈語」，第 7 回八丈方言講座・国立国語研究所セミナー（都立八丈
高等学校 視聴覚ホール）2013.11.9.
　木部暢子




















・ 公開シンポジウム「災害に学ぶ ―歴史文化情報資源の保全と再生 ―東日本大震災から私たちは何
を学んだか。歴史文化情報資源を未来に残すために」（東京・津田ホール）（企画・運営）2014.1.25.
【その他の学術的・社会的活動】
・ 日本学術会議 言語・文学委員会 科学と日本語分科会（委員長）として，年３回，部会を主催。
　2013.6.18, 9.10, 12.15.
・ 奄美島唄保存伝承事業実行委員会委員長として，年 3 回，会議を主催。
　実行委員会 2013.7.2，企画検討ＷＧ会議 2013.10.29，実行委員会・合同ブロック会 2014.1.20.






























（1 ）プロジェクトの一環として開催した 12 回の公開共同研究発表会の成果物として，出版社おうふ
うから論文集『現代日本語の動態研究』（相澤正夫編）を 2013 年 10 月に刊行した。
（2 ）「言語変化の先端現象の把握」という観点から，世論調査型の全国調査として，2003 年前後に実

























　　 「外来語を言い換えるとは ―理念と実践―」，大阪大学トークイベント「日本語を衆議する / 日
本語で衆議する」第 3 回・公共空間の日本語を設計する（大阪大学）［招待講演］2013.7.
　相澤正夫
　　 「多角的アプローチによる現代日本語の動態の解明 ―『現代日本語の動態研究』の刊行を中心 
に―」，国立国語研究所研究成果発表会 2014（ポスター発表）（学術総合センター）2014.2.
　相澤正夫






























































































一 , 鳥谷善史（編）『都市と周縁のことば　紀伊半島沿岸グロットグラム』，pp.335-356. 和泉書院，
2013.5.
　朝日祥之
　　 「引用形式「ト」相当形式の使用実態 ―GAJ との比較から―」，岸江信介，太田有多子，中井精
一，鳥谷善史（編）『都市と周縁のことば　紀伊半島沿岸グロットグラム』，pp.115-136. 和泉書院，
2013.5.
　Mie Hiramoto and Yoshiyuki Asashi










　Mie Hiramoto, Hiroyuki Shiraiwa, and Yoshiyuki Asahi
　　 “Dialect Contact and Pronoun Uses of Japanese Plantation Immigrants in Hawai ‘i ”, Working 
Papers from NWAV Asia-Paciﬁc 2 , pp.1-8. NWAV Asia-Paciﬁc, 2013.4.
　Yoshiyuki Asahi
　　 “Real Time Change in Intra-speaker Variation: Evidence from Kushiro Japanese”, Working 











　　 “Does extremely high dialect contact really lead to simpliﬁcation?: A comparative account of 
British and Japanese New Towns”, International Conference of Language Variation in Europe 7, 
(Trondheim) 2013.6.27.
　Yoshiyuki Asahi
　　 “Old and New Ways of Japanese Urban Dialectology”, Urban Language Seminar 11（Hiroshima）
［招待講演］2013.8.17.
　朝日祥之
　　 「趣旨説明」（海を渡った日本語をみつめる），人間文化研究機構第 21 回シンポジウム「海を渡っ
た日本語」（一橋講堂）2013.9.1.
　朝日祥之
　　 「ニヴフ語話者の日本語の特徴 ―「ギリヤークの昔話」から見る―」，第 204 回北海道方言研究
会例会（札幌市北区民センター）2013.9.8.
　朝日祥之，尾崎喜光
　　 「北海道における方言使用の現状と実時間変化 その 2 ―音韻・アクセント項目からみる―」，第
205 回北海道方言研究会例会（札幌市北区民センター）2013.11.10.
　Yoshiyuki Asahi
　　 “Kibei's ways of speaking three languages, Japanese, Ryukyuan and English: Evidence from 
Thomas Taro Higa”, 112th American Anthropological Association, (Chicago) 2013.11.24.
　Yoshiyuki Asahi
　　 “The role of 'founders' and dialect levelling: evidence from Japanese around the world”, 
Language Variation and Change Talk (University of York, UK) 2014.2.13.
　Yoshiyuki Asahi and Mie Hiramoto
　　 “Use of foreign-origin personal pronouns: Observations in overseas Japanese”, Celebrating 50 
years of Linguistics at UH Manoa Symposium (Honolulu) 2014.3.7.
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　Toyotomi Morimoto and Yoshiyuki Asahi,
　　 “Japanese language school textbooks in California and São Paulo in the pre-war period 
















































































































　2010 年 11 月に開始した本プロジェクトは，13 年度中は 6 月に相模原市で研究発表会を行った。さ




































　　 「漢語副詞の受容と展開〈漢語の和化〉と否定との呼応」，日本語学会平成 25 年度秋季大会（静
岡大学）2013.10.
【学会・国際会議・セミナー等の企画運営】































































































　　 “Prediction of F0 height of ﬁlled pauses in spontaneous Japanese: A preliminary study”, Proc. 
DiSS 2013 (The 6th Workshop on Disfluency in Spontaneous Speech) (Stockholm) pp.41-44. 
2013.8.25.
　Kikuo Maekawa
　　 “Notes on so-called inter-speaker differences in spontaneous speech: The case of Japanese 
voiced obstruent”, Proc. INTERSPEECH 2013 (Lyon) pp.3037-41. 2013.8.29.
【講演・口頭発表】
　前川喜久雄
　　 「日本語自発音声における ﬁnal lowering の生起領域」，第 27 回日本音声学会全国大会予稿集
pp.61-65. 2013.9.
　Kikuo Maekawa
　　 “Development of spoken language corpora and the corpus-based analysis of spontaneous speech 
in Japan”, Franco-Japanese Symposium, Sound data analysis and reference corpora (Paris) 
2013.11.18.
　Kikuo Maekawa
　　 “Some results of corpus-based analyses of spontaneous Japanese”, Talk at the SRPP meeting of 






















2013　 Best Poster Award Gold Prize, PNC/ECAI & Jinmoncom (IPSJ SIG-SH) Joint Meeting (Akihiro 
































































　　 「雑誌『国語学』全文データベースの運用と改良」，日本語学会 2013 年度春季大会（大阪大学）
2013.6.2.
　小木曽智信，中村壮範，須永哲矢，冨士池優美，田中牧郎，近藤泰弘









　　 “Design and Compilation of the Corpus of Historical Japanese”, International Workshop on TEI 
and Corpus of Historical Japanese（国立国語研究所）2013.9.17.
　近藤明日子，高田智和，小木曽智信，堤 智昭
　　 「原本画像参照機能付き『明六雑誌コーパス』の開発」，日本語学会 2013 年度秋季大会（静岡大学）
2013.10.27.
　高田智和，小助川貞次，堤 智昭，斎藤達哉，小木曽智信，小野 博
　　 「古典籍原本画像と翻字テキストの対照ビュアーの開発」，日本語学会 2013 年度秋季大会（静岡
大学）2013.10.27.
　Akihiro Kawase and Toshinobu Ogiso
　　 “The Current Situation and Role of TEI P5 as an XML Standard for the Corpus of Historical 
Japanese” International Symposium: Humanities Studies in the Digital Age and the Role of 
Buddhist Studies（東京大学）2013.11.17.
　河瀬彰宏，市村太郎，小木曽智信
　　 「TEI P5 に基づく近世口語資料の構造化とその問題点」，情報処理学会シンポジウム（人文科学
とコンピューター）じんもんこん（PNC/ECAI 合同開催）（京都大学）2013.12.12.
　 小西 光，中村壮範，田中弥生，浅原正幸，今田水穂，山口昌也，前川喜久雄，小木曽智信，山崎 誠，
丸山岳彦
　　 「『現代日本語書き言葉均衡コーパス』の文境界修正作業の進捗」，第 5 回コーパス日本語学ワー
クショップ（国立国語研究所）2014.3.6.
　小木曽智信，神田龍之介，近藤明日子
　　 「BCCWJ における敬語形式の使用実態」，第 5 回コーパス日本語学ワークショップ（国立国語研
究所）2014.3.7.
　鴻野知暁，小木曽智信
　　 「見出し語の時代情報を付与した電子化辞書の構築」，言語処理学会第 20 回年次大会（北海道大学）
2014.3.18.
　河瀬彰宏，市村太郎，小木曽智信


























































　　 「現代日本語書き言葉における非外来語のカタカナ表記事情」，『第 4 回コーパス日本語学ワーク
ショップ予稿集』，pp.285-290. 2013.9.
　柏野和佳子，中村壮範



































































する / 日本語で衆議する」第 3 回・公共空間の日本語を設計する，2013.7.22.
　田中牧郎
　　 「文体から見た『今昔物語集』の語彙 ―『日本語歴史コーパス 平安時代編』と比較して―」，第
4 回コーパス日本語学ワークショップ，2013.9.5.
　田中牧郎





　　 「『今昔物語集』における文体対立語 ―巻 12 と巻 27 の語彙比較による―」，第 5 回コーパス日本
語学ワークショップ，2014.3.7.
　田中牧郎
　　 「情報弱者への情報提供のための語彙研究 ―言語問題としての取り組み―」，第 33 回社会言語科
学会研究大会シンポジウム「言語的マイノリティーへの情報保障」，［招待講演］2014.3.15.
　田中牧郎



























クし，当該分野における研究状況を見渡した解説論文を執筆した。本論文集は，2014 年 1 月に出版











　　 「第 5 章 日本語コーパスの発展」，『講座 日本語コーパス 1 コーパス入門』，pp.105-133. 朝倉書店，
2013.7.
　 Maekawa Kikuo, Makoto Yamazaki, Toshinobu Ogiso, Takehiko Maruyama, Hideki Ogura, 
Wakako Kashino, Hanae Koiso, Masaya Yamaguchi, Makiro Tanaka, Yasuharu Den










　Silber-Varod, Vered and Takehiko Maruyama
　　 “The Linguistic Role of Hesitation Disfluencies: Evidence from Hebrew and Japanese”, 
Proceedings of DiSS 2013 The 6th Workshop on Disﬂuency in Spontaneous Speech, pp.67-70. 
2013.8.
　Takehiko Maruyama
　　 “Analysis of Parenthetical Clauses in Spontaneous Japanese”, Proceedings of DiSS 2013 The 6th 
Workshop on Disﬂuency in Spontaneous Speech, pp.44-48. 2013.8.
【講演・口頭発表】
　Takehiko Maruyama
　　 “Corpus linguistics in Japan: Design and Compilation of Large-scale Corpora of Written and 
Spoken Japanese”, Oxford University, Research Centre for Japanese Language and Linguistics 
(Invited) 2013.8.
　丸山岳彦
　　 「現代日本語の従属節に現れるモダリティ形式の分布」，『第 4 回コーパス日本語学ワークショッ
プ 予稿集』，pp.299-308. 2013.9.
　保田 祥，立花幸子，柏野和佳子，丸山岳彦
　　 「「ベテランは足を保護する」が語りかけるとき」，『第 4 回コーパス日本語学ワークショップ 予
稿集』，pp.345-354. 2013.9.
　 小西 光，中村壮範，田中弥生，浅原正幸，今田水穂，山口昌也，前川喜久雄，小木曽智信，山崎 誠，
丸山岳彦






































　 Kikuo Maekawa, Makoto Yamazaki, Toshinobu Ogiso, Takehiko Maruyama, Hideki Ogura, 
Wakako Kashino, Hanae Koiso, Masaya Yamaguchi, Makiro Tanaka, Yasuharu Den
　　 “Balanced corpus of contemporary written Japanese”, Language Resources and Evaluation 
48(2), pp.345-371. 2013.12. （オンライン版。紙媒体の出版は 2014 年度）
《データベース類》
・Web データに基づく形容詞用例データベース」を公開 2013.11.15. http://csd.ninjal.ac.jp/adj/
・ 全文検索システム『ひまわり』用に『Wikipedia』パッケージ http://www2.ninjal.ac.jp/lrc（全


















　　 「形容詞用例データベースの構築」，第 5 回日本語コーパスワークショップ予稿集，pp.147-152. 
2014.3.
　 小西 光，中村壮範，田中弥生，浅原正幸，今田水穂，山口昌也，前川喜久雄，小木曽智信，山崎 誠，
丸山岳彦
　　 「『現代日本語書き言葉均衡コーパス』の文境界修正作業の進捗」，第 5 回日本語コーパスワーク
ショップ予稿集，pp.127-136. 2014.3.
　北村雅則，大塚裕子，山口昌也




















　第 4 回，及び第 5 回コーパス日本語学ワークショップにおいて，「同一見出し語の出現間隔の分布
と文体差」「言語単位と文の長さが品詞比率に与える影響」のタイトルでポスター発表を行った。また，
プロジェクトの研究発表会において，「テキストの一貫性と計量語彙論的属性との関係」のタイトル
で口頭発表を行った。また，2013 年度は前年に国際計量言語学会で口頭発表を行った “Quantitative 
analysis of the text structure using co-occurrence of words” を論文としてまとめ，同学会発行のプ










　　 “Quantitative Analysis of Text Structure Using Co-occurrence of Words”, Methods and 
Applications of Quantitative Linguistics: Selected papers of the 8th International Conference on 
Quantitative Linguistics (QUALICO) pp.96-104. 2013.7
　山崎 誠
　　 「形式語研究の方法論 ―定性的研究と定量的研究―」，『形式語研究論集』pp.1-18. 和泉書院，
2013.10.
　山崎 誠





































【学歴】Harvard University，Linguistics & Philosophy 卒業（1976），筑波大学文芸言語研究科修士
課程修了（1980），Harvard University，Linguistics 博士課程修了（1985）





【学会等の役員・委員】Cahiers de Linguistique - Asie Orientale（パリ）編集委員，『言語研究』（韓国）







　John Whitman and Young-Key Kim-Renaud (special issue editor)
　　“Korean Historical Linguistics” (special issue), Korean Linguistics 15(2), 2013.
《論文・ブックチャプター》
　John Whitman
　　 “The prehead relative clause problem”, in Klaus von Heusinger, Jaklin Kornfilt, and Umut 
Özge (eds.) MIT Working Papers in Linguistics 67: Proceedings of the 8th Workshop on 
Altaic Formal Linguistics , pp.361-380. Cambridge, Massachusetts: Massachusetts Institute of 
Technology. 2013
　Andrew Joseph and John Whitman
　　 “The diachronic consequences of the RTR analysis of Tungusic vowel harmony”, in Klaus 
von Heusinger, Jaklin Kornfilt, and Umut Özge (eds.) MIT Working Papers in Linguistics 
67: Proceedings of the 8th Workshop on Altaic Formal Linguistics, pp.159-176. Cambridge, 
Massachusetts: Massachusetts Institute of Technology, 2013.
　Redouane Djamouri, Waltraud Paul and John Whitman
　　 “Postpositions vs. prepositions in Mandarin Chinese: The articulation of disharmony”, in 
Theresa Biberauer (ed.) Theoretical Approaches to Disharmonic Word Order , pp.74-105. Oxford: 
Oxford University Press, 2013.
　Redouane Djamouri, Waltraud Paul and John Whitman
　　 “Syntactic change in Chinese and the argument-adjunct asymmetry”, In Cao Guangshun, H. 
Chappell, R. Djamouri, and T. Wiebusch (eds.) Breaking down the barriers: Interdisciplinary 
studies in Chinese linguistics and beyond [Language and Linguistics monograph series 50], 
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　　 “Review of Lee, Ki-moon and Robert Ramsey A history of Korean Language”, In Korean 
Historical Linguistics (special issue editor John Whitman, with Young-key Kim-Renaud), Korean 
Linguistics 15(2), pp.246-260. 2013.
　ジョン・ホイットマン（編）
　　『日本語新発見：世界から見た日本語』，国立国語研究所 NINJAL フォーラムシリーズ 3，2013.
【講演・口頭発表】
　John Whitman and Pittayawat Pittayaporn
　　 “Going beyond history: Re-assessing genetic groupings in Southeast Asia (plenary panel)”, 
23rd Meeting of the Southeast Asian Linguistic Society (Chulalongkorn University, Bangkok, 
Thailand)（パネルの主催者兼司会）2013.5.30.
　ジョン・ホイットマン
　　 「アジアとアフリカの言語地域」，日本言語学会第 146 大会公開シンポジウム（茨城大学）（コメ
ンテーター）2013.6.16.
　John Whitman
　　 “Accessing the cosmopolitan code in the Sinographic Cosmopolis”, International Symposium on 
Learning 漢文 in Traditional Korea and Japan (Waseda University)［招待講演］2013.6.17.
　John Whitman and Yohei Ono
　　 “Diachronic Interpretations of Word Order Parameter Cohesion”, DiGS XV (University of 
Ottawa, Ottawa, Canada)［招待講演］2013.8.1.
　Waltraud Paul and John Whitman
　　 “Topic prominence: A conspiracy approach”, 8th Meeting of the European Association for 
Chinese Linguistics (INALCO, Paris, France) 2013.9.27.
　Anna Bugaeva and John Whitman
　　 “Deconstructing clausal noun modifying constructions”, Japanese/Korean Linguistics 23 
(Massachusetts Institute of Technology, Cambridge, MA.） 2013.10.12.
　ジョン・ホイットマン，小野洋平
　　 「WALS（World Atlas of Linguistic Structures）の言語類型論的パラメーターの統計論的分析と
その通時論的解釈」，日本エドワード・サピア協会 第 28 回研究発表会（聖心女子大学）［招待講
演］2013.10.26.
　John Whitman
　　 “Kundoku: What is it, and did anything like it exist in the medieval West?”, Workshop on 
vernacular literacy in medieval Europe and East Asia (Centre for Antique, Medieval, and Pre-
Modern Studies, National University of Ireland, Galway, Ireland) 2013.11.29.
　John Whitman
　　 “Bare stem V-V compounding in Korean,with reference to Japanese”, NINJAL Intenational 
Symposium 2013 Mysteries of Verb-Verb Complexes in Asian Languages (National Institute of 
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2007　 第 1 回『博報「ことばと文化・教育」研究助成』優秀賞：パルデシ・プラシャント , 桐生和幸 ,
石田英明 , 小磯千尋（編）2007.『日本語―マラーティー語基本動詞用法事典』（428 ページ）。
財団法人博報児童教育振興会 2005 年度第 1 回『博報「ことばと文化・教育」研究助成』の研
究助成支援による「日・マラーティー語の対照研究・日本語教育用基本動詞用法事典の作成」
プロジェクト報告書。
2000　 The Chatterjee-Ramanujan Prize for outstanding student contribution to “The Yearbook of 
South Asian Languages and Linguistics 2000”, Sage Publications. New Delhi, Thousand Oaks, 










・NINJAL-LWP for BCCWJ(NLB）ver.1.20 公開（2013.6 公開）http://nlb.ninjal.ac.jp/








　　「BCCWJ 検索ツール NLB 実習およびその研究・教育への応用」（札幌学院大学）2013.6.29.
　Narrog Heiko and Prashant Pardeshi
　　 “Modern Japanese transitivity pairs from a frequency perspective. Talk given at the 
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Department of Linguistics”, The Max Plank Institute for Evolutionary Anthropology (Leipzig, 
Germany) 2013.8.21.
　Prashant Pardeshi
　　 “Noun modifying constructions in Marathi”, Department of Linguistics (Deccan College Post-






　　 “Synchronic exploration in search of diachronic paths: A contrastive study of the 
grammaticalization of "PUT/KEEP" in Japanese and Marathi”， Presented at the NINJAL 
INTERNATIONAL SYMPOSIUM 2013 MYSTERIES OF VERB-VERB COMPLEXES IN 
ASIAN LANGUAGES, 2013.12.14-15.
　Peter Hook and Prashant Pardeshi
　　 “‘Mouth-watering pakoras’and‘Tooth-showing photos’: Two kinds of syntactic-semantic 
mismatches in Marathi’s prenominal participial phrases”， Presented at the 30th South Asian 
Languages Analysis Roundtable (SALA Roundtable-30), Centre for Applied Linguistics and 
Translation Studies (School of Humanities, University of Hyderabad) 2014.2.6-8.
　Prashant Pardeshi
　　 “A Geo-typological database of transitivity pairs: Visualizing linguistic patterns and testing 
typological generalizations”, Presented at the 30th South Asian Languages Analysis Roundtable 
(SALA Roundtable-30), Centre for Applied Linguistics and Translation Studies (School of 
Humanities, University of Hyderabad) 2014.2.6-8.
　Prashant Pardeshi
　　 “The typology of non-causative/causative verb alternations: From iconic to economic motivation.” 
One day seminar on functional perspectives on language typology, Department of Linguistics, 
(Deccan College Post-Graduate and Research Institute, Pune, India) 2014.2.11.
　Peter Hook and Prashant Pardeshi
　　 「［［こどもの遊んでいる］写真］ or ［［遊んでいるこどもの］写真］」: Transferred prenominal 
participial phrases in Marathi, Hindi-Urdu, and Japanese Presented at the NINJAL Typology 
Festa 2013 (National Institute for Japanese Language and Linguistics) 2014.3.23-24.
　Prashant Pardeshi
　　 “A Geo-typological database of transitivity pairs: What is it and what does it do? ”, Presented 
at the NINJAL Typology Festa 2013 (National Institute for Japanese Language and Linguistics) 
2014.3.23-24
　Prashant Pardeshi
　　 “Two NINJAL Databases: a geo-typological database of transitivity alternations, and a database 
of Japanese verb-verb compounds” (Department of Linguistics, Max Planck Institute for 
Evolutionary Anthropology, Leipzig，Germany) 2014.3.24.
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【研究調査】
・2012.3　Max Planck Institute for Evolutionary Anthropology, Leipzig（Germany）にて資料収集
【学会・国際会議・セミナー等の企画運営】






















　アイヌ語研究者約 10 名による研究グループを組織して共同研究を行い，論集（Handbook of the 




　「アイヌ語班」の 2 回の研究発表会（第 1 回：7 月 6-7 日，第 2 回：11 月 2-3 日；国立国語研究所）
を開催し，以下のような活動を行った。
（a）アイヌ語諸方言における類型論的に興味深い現象に関する研究発表（特にテーマを定めずに行う）











　　 “Ainu Valency Patterns“， In Hartmann, Iren & Haspelmath, Martin & Taylor, Bradley (eds.) 





　　 「アイヌ語は日本語に似たようなものか？」，第 5 回『日本語新発見 ―世界から見た日本語―』












　　 “The dispersal of Ainu: on the innovative nature of Sakhalin Ainu dialects”, ALT 10 - adjacent 
workshop Language diversity and prehistory, MPI (Leipzig) 2013.8.19.
　Anna Bugaeva and John Whitman
　　 “Deconstructing clausal noun modifying constructions”, The 23rd Japanese/Korean Linguistics 
Conference, MIT (Cambridge USA) 2013.10.12.
　Anna Bugaeva and Hiroshi Nakagawa
　　 “V-V complexes in Ainu”, NINJAL International Symposium 2013. Misteries of Verb-Verb 





　　 “Polysynthesis in Ainu”, NINJAL International Symposium on Polysynthesis in the World’s 
Languages (NINJAL, Tokyo) 2014.2.20.
　Anna Bugaeva and John Whitman
　　 “Noun modiﬁcation and noun complementation in Northeast Asia”, NINJAL Typology Festa 
2014 (NINJAL, Tokyo) 2014.2.22.
　Anna Bugaeva




・NINJAL Typology Festa 2（国立国語研究所）の（企画 ･ 運営アシスタント）2014.2.
【その他の学術的・社会的活動】
































　Yuichi Ishimoto, Mika Enomoto and Hitoshi Iida
　　 “Prosodic changes pre-announcing a syntactic completion point in Japanese utterance”, 






　　 「日本語話し言葉コーパスを用いた対話音声のイントネーション句の分析」，第 4 回コーパス日本
語学ワークショップ予稿集，pp.159-166.（国立国語研究所）2013.9.
　藤本雅子，石本祐一，前川喜久雄




　　 「話者移行に関わる発話末付近の韻律変化の実験的検証」，日本音響学会 2013 年秋季研究発表会
講演論文集，pp.457-458.（豊橋技術科学大学）2013.9.
　石本祐一
　　「「発話」に見られる F0 変動」，日本音声学会第 328 回研究例会（日本大学）2013.12.
　石本祐一，小磯花絵
　　 「独話音声と対話音声の発話末の F0 変化」，第 5 回コーパス日本語学ワークショップ予稿集，
pp.181-188.（国立国語研究所）2014.3.
　石本祐一，榎本美香
　　 「韻律情報を活用した発話単位の認定 ―自動ラベリングに向けて―」，日本音響学会 2014 年春季
研究発表会講演論文集，pp.439-440.（日本大学）2014.3.
　大石康智，亀岡弘和，小野順貴，石本祐一，松井知子，板橋秀一











【所属学会】日本音声学会，日本音響学会，社会言語科学会，International Speech Communication 
Association




























　Seiji Nakagawa, Chika Fujiyuki and Takayuki Kagomiya
　　 “Development of a bone-conducted ultrasonic hearing aid for the profoundly deaf: Evaluation 
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of sound quality using a semantic diﬀerential method”, Japanese Journal of Applied Physics , 
pp.07HF06:1-6. 2013.6.
《国際会議録》
　Seiji Nakagawa, Chika Fujiyuki, Yuko Okubo, Takuya Hotehama and Takayuki Kagomiya
　　 “Development of a novel hearing-aid for the profoundly deaf using bone-conducted ultrasonic 
perception: Assessments of the modulation type with regard to articulation, intelligibility, and 
sound quality”, Proceedings of Meetings on Acoustics , Vol. 19, pp.050089:1-9. (Montreal, Canada) 
2013.6.
　Takayuki Kagomiya and Seiji Nakagawa
　　 “Evaluation of bone-conducted ultrasonic hearing-aid regarding transmission of phonetic 
features”, Proceedings of Meetings on Acoustics , Vol.19, pp.060169:1-7. (Montreal, Canada) 
2013.6.
　Seiji Nakagawa, Chika Fujiyuki, Yuko Okubo, Takuya Hotehama and Takayuki Kagomiya
　　 “Development of a novel hearing-aid for the profoundly deaf using bone-conducted ultrasonic 
perception: Evaluation of Transposed Modulation”, Proceedings of the 35th Annual International 
Conference of the IEEE Engineering in Medicine and Biology Society (EMBC’13) , pp.3574-3577. 
(Osaka, Japan) 2013.7.
　Takayuki Kagomiya and Seiji Nakagawa
　　 “Evaluation of a bone-conducted ultrasonic hearing aid in vocal emotion transmission”, 




191. 第 28 回日本生体磁気学会（新潟県新潟市）2013.6
　籠宮隆之
　　 「聴覚補助器の性能を評価するためのパラ言語情報聴取試験の開発」，『日本人間工学会聴覚コミュ
































　　　 言語処理学会論文誌『自然言語処理』2014 年論文賞，「Markov Logic による日本語述語項構
造解析」
2011　Yanyan Luo, Masayuki Asahara, Yuji Matsumoto
　　　 Best paper award of the 7th International Conference on Natural Language Processing and 
Knowledge Engineering, “Dual Decomposition for Predicate-Argument Structure Analysis”
2010　Katsumasa Yoshikawa, Tsutomu Hirao, Sebastian Riedel, Masayuki Asahara, Yuji Matsumoto
　　　 The Best Paper Award of the SMBM2010 (the Fourth International Symposium on Semantic 
Mining in Biomedicine), “Coreference Based Event-Argument Relation Extraction on 
Biomedical Text”
2008　岩立将和，浅原正幸，松本裕治
　　　 言語処理学会第 14 回年次大会 優秀発表賞，「トーナメントモデルを用いた日本語係り受け解
析」
2003　浅原正幸





計画に基づいて 2012 年 10 月～ 2013 年 9 月の間に 3 か月ごとに 4 回のペースで 1 億 URL のバルク
収集を実施した。今後 1 年ごとに収集する URL を変更していく。組織化においては，Web 上に多い
定形表現やコピーサイトの問題を，文の異なりを得ることにより緩和する方法を提案した。現在のと
ころ 3 か月ごとに約 10 億文，約数百億形態素の収集を行っている。収集と組織化についての進捗を
2014 年 3 月に第 5 回コーパス日本語学ワークショップにて発表した。
　共同研究プロジェクト「コーパスアノテーションの基礎研究」においては，『現代日本語書き言葉
均衡コーパス』に対する時間表現・事象表現・時間的順序関係のアノテーションを進め，言語処理学

















　Masayuki Asahara and Kikuo Maekawa
　　 “Design of a Web-scale Japanese Corpus”, Proceedings of Conference of the Paciﬁc Association 
for Computational Linguistics (PACLING-2013), （CD-ROM）（慶応義塾大学）2013.9.
　Masayuki Asahara, Sachi Yasuda, Hikari Konishi, Mizuho Imada and Kikuo Maekawa
　　 “BCCWJ-TimeBank: Temporal and Event Information Annotation on Japanese Text”, 






　　 「コーパスコンコーダンサ『ChaKi.NET』の連続値データ型」，第 4 回コーパス日本語学ワーク
ショップ，pp.249-256．（国立国語研究所）2013.9.
　林 正頼，高村大也，浅原正幸，奥村 学
　　 「日本語文処理の負荷に関する計算言語学的研究」，日本認知科学会第 30 回大会，pp.6-11.（名古
屋大学）2013.9.
　保田 祥，浅原正幸，前川喜久雄
　　 「何が記述してあればテキストの示している対象物がわかるのか」，日本認知科学会第 30 回大会，
pp.370-379.（名古屋大学）2013.9.
　浅原正幸，池本 優，森田敏生
　　 「コーパスコンコーダンサ『ChaKi.NET』の連続値データ型（2）―読み時間の表示―」，第 5 回コー
パス日本語学ワークショップ，pp.39-48．（国立国語研究所）2014.3.
　 小西 光，中村壮範，田中弥生，浅原正幸，今田水穂，山口昌也，前川喜久雄，小木曽智信，山崎 誠，
丸山岳彦







































（2 ）異なる 7 つの母語の日本語学習者の国際的なコーパス構築のための海外調査を 10 ヵ国（トルコ・
ロシア・オーストリア・オーストラリア・ニュージーランド・タイ・インドネシア・台湾・イギリ
ス・アメリカ）で実施し，約 470 名のデータを収集した。
（3 ）3 月には，毎年米国で開催される日本語実用言語学国際会議 The International Conference on 
Practical Linguistics of Japanese（ICPLJ）を誘致，国立国語研究所で開催し，口頭発表 36 件，ポ
スター発表 30 件が実施され，2 日間で延べ 412 名の参加者を得た。
【研究業績】
《論文・ブックチャプター》
　Srdanović, I. and Kumiko Sakoda
　　 “Analysis of learner’s production of adjectives using the Japanese language learner’s corpus 
















　　 「学習者中心の日本語教育」，第 1 回中国中南地域における日本語教育と研究シンポジウム（中国：
湖南大学日本研究センター）［招待講演］2013.10.5.
　迫田久美子
　　 「書くことと話すことの違い ―学習者コーパスに見る言語運用―」，第 8 回日本語実用言語学国
















・ NINJAL 国際シンポジウム「第 8 回日本語実用言語学国際会議 The Eighth International 





















Association of Teachers of Japanese
【学会等の役員・委員】日本語学会 理事・評議員，日本語教育学会 学会連携委員長，日本言語学会 












































　　 「コミュニケーションのための日本語教育」，第 5 回スペイン日本語教師会総会・研修会（国際交
流基金マドリード日本文化センター）［招待講演］2014.3.
　Minoru Shiraishi, Hisashi Noda and Yoko Kuwabara
　　 “Estudiantes de japonés de nivel avanzado y webs sobre restaurantes de Japón”， 4.º FORO 
ESPAÑOL DE INVESTIGACIÓN EN ASIA-PACÍFICO (Universidad de Granada) 2014.3.
　野田尚史








の可能性 ―音韻・レキシコン / 語彙・文法を中心に―」，日本言語学会第 147 回大会（神戸市外
国語大学）［招待講演］2013.11.
　野田尚史
















　　 「コミュニケーションのための日本語教育文法」，第 20 回ヤマガタヤポニカ日本語教師研修講座
（山形市男女共同参画センター）［招待講演］2014.3.
　野田尚史

































所外研究者からの関心を広く集めるに到っており，2013 年 10 月には待遇コミュニケーション学会か
らの招聘により講演を行った。






































































































　　 「地域日本語教育の展開と複言語・複文化主義」，一般社団法人アクラス日本語教育研究所 5 月研
修（アクラス日本語教育研究所）［招待講演］2013.5.
　野山 広




























　　 「日本語学習者のスピーチスタイルの形式的特徴 ―定住外国人に対する縦断調査と KY コーパス
の OPI データを踏まえて―」，口頭発表（共同），第 8 回日本語実用言語学国際会議（国立国語
研究所）2014.3.
【研究調査】
・ 2013.5　群馬県大泉町において，OPI（Oral Proﬁciency Interview）の枠組みを活用した，日本語
学習者の会話力，言語生活等に関する縦断調査のフォローアップ調査
・ 2013.9　秋田県能代市において，OPI（Oral Proﬁciency Interview）の枠組みを活用した，日本語
学習者の会話力，言語生活等に関する縦断調査
・ 2014.3　秋田県能代市において，OPI（Oral Proﬁciency Interview）の枠組みを活用した，日本語
学習者の会話力，言語生活等に関する縦断調査
【学会・国際会議・セミナー等の企画運営】


































ポジウム「評価」を持って街に出よう―ひととひととをつなぐための評価研究―」，2014 年 2 月），「在







　　 「日本語学校」，多言語現象研究会（編）『多言語社会日本 ―その現状と課題』，pp.273-275. 三元社，
2013.9.
　福永由佳




































・ 8th International Conference on Practical Linguistics of Japanese（国立国語研究所）（企画・運営）
2014.3.
【その他の学術的・社会的活動】


































































































　2013 年 2 月 22 日（2012 年度第 5 回：メール会議），2013 年 6 月 17 日（第 1 回）
　　日本語教育研究・情報センター准教授として石黒圭氏を運営会議に推薦
　　（2013 年 7 月 5 日開催の運営会議で採用決定）
　2013 年 2 月 22 日（2012 年度第 5 回：メール会議），2013 年 9 月 12 日（第 2 回）
　　研究資料情報センター 特任助教として石本祐一氏を運営会議に推薦
　　（2013 年 9 月 24 日開催の運営会議で採用決定）
（3）名誉教授候補者選考委員会（2013 年度開催なし）
　名誉教授称号授与規程





















　・ 委員会は 10 名以内の委員をもって組織する。委員は研究所の設置目的について理解のある学外
の学識経験者等の中から所長が委嘱する。

















　○平成 25 年度外部評価委員会（第 2 回）







　○平成 26 年度外部評価委員会（第 1 回）































○第 7 回所長賞：2013 年度前期（2013 年 4 月 1 日～ 2013 年 9 月 30 日）
　・山崎 誠（言語資源研究系 准教授）
　　〈単著〉






　　 『近代書き言葉はこうしてできた』を 2013 年 8 月に岩波書店より刊行。大正期までの総合雑誌『太
陽』をデータベース化し，言葉の変化を数量的に明らかにした。
　・保田 祥（コーパス開発センター プロジェクト PD フェロー）
　　〈学会発表賞受賞〉
　　 社会言語科学会研究大会における優れた口頭発表，ポスター発表に対し授与される研究大会発表







○第 8 回所長賞：2013 年度後期（2013 年 10 月 1 日～ 2014 年 3 月 31 日）
　・木部暢子（時空間変異研究系長 教授）
　　〈単著〉








　　 『首都圏方言アクセントの基礎的研究』を 2014 年 2 月におうふうより刊行。東京周辺で話されて
いることばのアクセントの実態と動態を調査・分析し首都圏方言の特徴を明らかにした。
　・儀利古幹雄（理論・構造研究系 プロジェクト PD フェロー）
　　〈論文〉
　　 学術専門誌Journal of East Asian Linguistics に，論文“On the positional asymmetry of consonant 
gemination in Japanese loanwords” (Haruo Kubozono，Hajime Takeyasu，Mikio Giriko) (Vol.22, 
Issue4, pp.339-371. 2013) が掲載された。
　・竹村亜紀子（理論・構造研究系 元プロジェクト PD フェロー）
　　〈論文〉
　　 学術専門誌Journal of East Asian Linguistics に，論文“Geminate judgments of English-like words 
by Japanese native speakers：diﬀerences in the borrowed forms of “stuﬀ”and “tough”” (Itsue 
Kawagoe, Akiko Takemura) (Vol.22, Issue4, pp.307-337. 2013) が掲載された。
198 Ⅴ 資　料
研究教育職員の異動（2013 年度中の異動者）5
2013.4.1 特任助教 籠宮隆之 採用 
2013.9.30 副所長 相澤正夫 任期満了 
2013.9.30 センター長 横山詔一 任期満了 （研究情報資料センター）
2013.10.1 副所長 前川喜久雄 兼任 
2013.10.1 センター長 ティモシー・バンス 兼任 （研究情報資料センター）
2013.10.1 特任助教 石本祐一 採用 
2014.3.31 研究系長 ジョン・ホイットマン 兼任解除 
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めた。The Handbook of Japanese Lexicon and Word Formation（Mouton社），Transitivity and Valency 
Alternations: Studies on Japanese and Beyond（Mouton社）（以上，基幹型共同研究プロジェクト「日
本語レキシコンの文法的・意味的・形態的特性」，略称「日本語レキシコン」）。The Handbook of Japanese 




NINJAL国際シンポジウム（Mysteries of Verb-Verb Complexes in Asian Languages，2013.12.14-15， 
国語研）を開催し，2日間で延べ232名の参加者を得た。「語彙の音韻特性」と「連濁事典」の2プロジ























（Mysteries of verb-verb complexes in Asian Languages，2013.12.14-15. 国語研，参加者延べ232
名）（「日本語レキシコン」と言語対照研究系の共催），と国際シンポジウム(The 3rd International 




る“Word Formation in Japanese”及び「語彙の音韻特性」プロジェクトリーダーによる“Japanese 
Accent”）をオンライン誌Oxford Bibliographies Online (OBO)に掲載した。また，「語彙の音韻特性」
の研究成果の一部を国際的ジャーナルJournal of East Asian Linguistics 第22巻4号特集号(Special 
Issue on Japanese Geminate Obstruents)として刊行した。③マックスプランク進化人類学研究所と




















紹介するために，Oxford University Pressのオンライン誌Oxford Bibliographies Online (OBO)に次
の英文論文を執筆した。Word Formation in Japanese（「日本語レキシコン」），Japanese Accent（「語
彙の音韻特性」）。⑤論文集の刊行：次の成果物を刊行した。 影山太郎（編）『複合動詞研究の最先端 ―
謎の解明に向けて―』ひつじ書房（「日本語レキシコン」），Haruo Kubozono (ed.) Journal of East Asian 
Linguistics 第22巻4号 Special issue on Japanese Geminate Obstruents（「語彙の音韻特性」）。⑥
論文集の編集：プロジェクトごとに次の刊行物（論文集）について編集作業を進めた。The Handbook of 
Japanese Lexicon and Word Formation（Mouton社，「日本語レキシコン」），Transitivity and Valency 
Alternations: Studies on Japanese and Beyond（Mouton社，「日本語レキシコン」），The Handbook of 
Japanese Phonetics and Phonology (Mouton社，「語彙の音韻特性」），Tonal Change and Neutralization 
(Mouton社，「語彙の音韻特性」），A Rendaku Encyclopedia (Mouton社，「連濁事典」）。 
⑦Proceedings of the 22nd Japanese/Korean Linguistics Conference：バンス教授を中心に，前年度

















































































































発表会，JLVC2014「日本語調査をデザインする」を 2014年 3月 21 日に開催した（招待講演：東京外























































①若手研究者のプロジェクトへの参加: 11 名の大学院生・PDが沖縄県久米島の合同調査に参加， 
25 年度春季日本語学会のワークショップ「テキストを使った方言研究から見えてくること ―危機方言
の調査と記述―」（2013.6.1. 大阪大学）に大学院生 1 名がパネリストとして発表（以上「危機方言」）。
②チュートリアル教育：3月に大阪で，チュートリアル「方言の注釈と表記」を開催した。③プロジェ
クト研究員の採用：PD 1名（「危機方言」），非常勤研究員 4名（「危機方言」，「大規模経年調査」）を新
























































































一般からも応募可能なコーパス日本語学の公開ワークショップを年 2 回開催している。今年度は第 4
回を 2013 年 9 月，第 5 回を 2014 年 3 月に開催した。④共同研究の成果の一部として，講座『日本語
コーパス』（全 8 巻，朝倉書店）の出版を進めている。2013 年 7月に第 1 巻を刊行し，現在は第 2巻及
び第 3巻の編集を進めている。 
（２）研究実施体制 
































回開催したほか，同じく『中納言』による CSJ の検索講習会も開催した。⑤昨年度には Routledge 社
より A Frequency Dictionary of Japanese を刊行した。CSJ および BCCWJ を利用した日本語頻度辞書
である。その他，言語資源研究系のメンバーがこの 2 年間に筆頭もしくは単著で発表した研究書・啓
蒙書が 4 冊ある。⑥今年度の発表論文数は，「コーパス日本語学」が 29 篇（国際誌査読有 1 篇，国内
査読有 13篇，国際会議予稿集 8篇），「アノテーション」が 4篇（国内査読有３篇，国際会議予稿集１



















































































































動詞」の現れ方について 40 言語のデータを含むデータベースを構築した（2014 年 4 月公開予定）。ま
た，論文集としてパルデシ・ナロック・桐生（編）『他動性の本質 ―日本語と諸言語の対照から見え
てくるもの』（2014年 6 月刊行予定）を準備中である。研究発表会は 2 回（新潟大学，富山大学）開催
し，2014 年 2 月 22 日～23 日には言語対照研究系の合同研究発表会 NINJAL Typology Festa で研究発
表とポスター発表を行った。②「日本列島と周辺諸言語の類型論的・比較歴史的研究」（略称「東北ア
ジア言語地域」）アイヌ語班（リーダー：アンナ・ブガエワ特任准教授）を組織し，研究発表会を 2回
（国語研）行った。「形態統語論班」と「音韻再建班」は 4 回の研究発表会，2 回の国際ワークショッ
プ・シンポジウムを行った（2013 年 5 月 30 日にはタイ・チュラロンコン大学にて第 23 回東南アジア
言語学会の plenary session，2013年 8月 23～24 日には米コーネル大学にて 9th Annual Workshop on 
Altaic Formal Linguistics）。更に 2014 年 2 月 20 日～21 日に欧米の著名な言語類型論専門家 8 人と
国内の研究者 10人を招へいし，国際シンポジウム International Symposium on Polysynthesis in the 
World’s Languages（世界の言語における複統合性）を国語研で開催した。他に，Workshop on Altaic 
Formal Linguistics の成果として，プロジェクトメンバーの論文 4 件を含む MIT Working Papers in 
Linguistics の特集号を編集中である。形態統語論班では，出版計画を John Benjamins 社の言語類型
論学シリーズ Typological Studies in Language に提出する予定である。音韻再建班では，John 

















いて若手発表者に執筆の機会を提供した。MIT Working Papers in Linguistics の WAFL の特集号には
声をかけた大学院生の発表論文が含まれる。②データベース・インタフェースの使用学習：NINJAL-Lago 
Word Profiler for BCCWJ (NLB)の講習会を札幌学院大学で行った。③データベース公開（予定）：上
記(1)で言及した世界の約 40 言語の自他動詞のデータベース（Geo-typological database of 
transitivity pairs）を 2014 年 4月から公開予定。④データベース増補：「述語構造」プロジェクト










on Altaic Formal Linguistics で研究発表し，MIT Working Papers in Linguistics の特集号で論文
を刊行する予定である。両プロジェクトのリーダーおよび特任准教授が海外の学会や研究機関で合計 7
件の口頭発表を行った。「東北アジアの言語地域」の研究成果として，音韻再建班のメンバーが John 
Benjamins 社の学術雑誌 Korean Linguistics の特集号 Korean Historical Linguistics で研究論文を
発表した。④海外の研究者の招聘：「東北アジアの言語地域」では，2014年 2月 20～21日に開催した
国際シンポジウム International Symposium on Polysynthesis in the World’s Languages（世界の言
語における複統合性）に世界的に著名な言語類型論の専門家を 8名招聘し，国内の言語類型論の専門
家との交流を促した。言語対照研究系の合同研究発表会である NINJAL Typology にも海外の発表者を 5
名招聘した。 
（５）研究成果の発信と社会貢献 
①研究成果合同発表会：言語対照研究系の合同研究発表会 Typology Festa 2014を開催した（海外
の発表者 5名，口頭発表 15 件，ポスター発表 11件）。②研究会・シンポジウム等の発信：発表会・シ
ンポジウム開催に際しては，研究所ホームページやメールマガジンでの広報に加え，開催案内を諸学
会・研究会のメーリングリストに流して，情報を広く研究者コミュニティに伝えた。③論文集の刊行：
次の成果物を刊行した。John Whitman & Young-Key Kim-Renaud（eds.）Korean Linguistics 15(2): 
Special Issue on Korean Historical Linguistics(John Benjamins 社)(「東北アジアの言語地域」)，
Esra Predolac & Andrew Joseph（eds.）Proceedings of the 9th Workshop on Altaic Formal Linguistics 
(WAFL9).MIT Working Papers in Linguistics 69 号(「東北アジアの言語地域」)。④論文集の編集：
プロジェクトごとに下記論文集の編集作業を進めた。The Handbook of Japanese Contrastive 

















































































































ジェクトでは，19 地域のうち，2013 年度は， ロシア，オーストリア，トルコ，タイ，台湾，インド
ネシア，アメリカ，イギリス，ニュージーランド，オーストラリア 10地域 7言語の調査を実施し，約

































日本語教育研究・情報センターが中心となり，NINJAL 国際シンポジウムとして第 8 回日本語実用言
























































































































コーパス開発センター専任の特任准教授 1 名，ポスドク 2名にくわえ，言語資源研究系の教授 1 名，
准教授 5 名，理論・構造系准教授 1 名がセンターに併任している。さらに実務担当者として，派遣社






数は 53件であった。公開から 9年を経た CSJに対して現在も毎週 1 本程度の申し込みがあるのは，こ
のコーパスが日本語音声の情報処理的研究において事実上の標準データとなっていることを示すもの
である。②『現代日本語書き言葉均衡コーパス』（BCCWJ）の公開を継続した。2013年 1月から 12月に
かけての新規契約数は，DVD 版が 52 件，『中納言』による検索ライセンスの契約（無償）が 647件であ
り通算で 2000件を突破した。同期間における『少納言』による BCCWJ検索セッション数は約 7 万件で
あり，年間では 10万件を大幅に上回る予定である。『中納言』ライセンスの契約数，『少納言』の検索
セッション数ともに依然増加傾向にある。③2012年 12 月に公開した『日本語歴史コーパス』（CHJ）先















た。前者には和文 510件，英文 191 件，後者には和文 393件，英文 66件の情報が含まれている。③コ
ーパス日本語学ワークショップの予稿集もすべてダウンロード可能である。④ ホームページのビジタ
ー数は 1 日あたり 50～230件，平均 150件程度である。 
センターホームページ：http://www.ninjal.ac.jp/corpus_center/ 
（６）若手研究者育成 









































































































































































































３）NINJAL 国際シンポジウムとして，共同研究に基づく「Mysteries of Verb-Verb Complexes in Asian 
Languages」（2013.12.14-15. 於国語研，参加者延べ 232 名）と，海外国際会議を誘致した「ICPLJ8 
(8th International Conference on Practical Linguistics of Japanese)（2014.3.22-23. 於国
語研，参加者延べ 412 名）を開催した。加えて，理論・構造研究系の国際シンポジウム「The 3rd 
International Conference on Phonetics and Phonology」（2013.12.20-22. 於国語研，参加者延
べ 304名)を開催した。 

























































































名受入（内新規海外 3 名））。 
２）大学院生に最新の知見を教授する NINJAL チュートリアルを 2回開催した。 
第 13 回：「方言の注釈と表記」（2014.3.10. 於 TKP大阪梅田駅前ビジネスセンター（大阪市），参加
者 14 名），第 14 回：「生成文法理論から見た日本語史」（2014.3.29-30. 於藤女子大学（札幌市），
参加者 12名） 
３）日本語書き言葉均衡コーパス，日本語歴史コーパス等の形態論情報検索ウェブインターフェース
の使い方講習会等を 7 回開催した。 
４）若手研究者を共同研究プロジェクトに参加させ研究者として自立させる指導を行う PDフェローを




























































































































































































































































































































◎ 樺山  紘一   印刷博物館館長，東京大学名誉教授，元国立西洋美術館館長 
         専門：フランス中世史 
 
○ 林   史典   聖徳大学言語文化研究所長，筑波大学名誉教授，元筑波大学副学長 
         専門：日本語史 
 
仁科 喜久子   東京工業大学名誉教授 
         専門：日本語教育，コーパス言語学 
 
門倉  正美   横浜国立大学名誉教授，日本語教育学会副会長 
         専門：日本語教育 
 
後藤     斉   東北大学大学院文学研究科教授 
         専門：コーパス言語学 
 
渋谷   勝己   大阪大学大学院文学研究科教授，日本学術会議連携委員 
         専門：日本語方言 
 
早津 恵美子   東京外国語大学大学院総合国際学研究院教授 
         専門：日本語文法，意味論 
 
峰岸   真琴   東京外国語大学アジア・アフリカ言語文化研究所教授 
         専門：東南アジア言語学 
 
 
                  任期：平成 24 年 10月 1日～平成 26年 9 月 30日（2年） 
 











国立国語研究所 平成 25年度業務の実績に関する評価の実施について 
 
１． 評価の実施の趣旨 










     










































プロジェクト名 プロジェクト略称 リーダー 
理論・構造 
日本語レキシコンの音韻特性                   語彙の音韻特性 窪薗晴夫 
日本語レキシコンの文法的・意味的・形態的特性 日本語レキシコン 影山太郎 





消滅危機方言の調査・保存のための総合的研究 危機方言 木部暢子 
方言の形成過程解明のための全国方言調査 方言分布 大西拓一郎 
多角的アプローチによる現代日本語の動態の解明 現代日本語の動態 相澤正夫 
日本語の大規模経年調査に関する総合的研究 大規模経年調査 井上史雄 
日本語変種とクレオールの形成過程 海外の日本語変種 真田信治 
日本語疑問文の通時的・対照言語学的研究 日本語疑問文 金水 敏 
言語資源 
コーパスアノテーションの基礎研究 アノテーション 前川喜久雄 
通時コーパスの設計 通時コーパス 近藤泰弘 









多文化共生社会における日本語教育研究 多文化共生 迫田久美子 











                                                                      平成 21年 10月 1日 


























































日 時：平成 26年 2月 2日（日）17：30～18：00 
 








  ・平成 24年度業務の実績に関する外部評価委員会からの指摘事項への対応に 
   ついて     






























日 時：平成 26年 5月 15日（木）10:30～12:20 
 
場 所：トラストシティカンファレンス・丸の内 RoomB 
 
議 事 
確認 
２．第二期中期目標・中期計画・平成 25年度業務の実績に係る評価結果の確認について 
３．その他 
 
報 告 
１．第二期中期目標・中期計画・平成 26年度計画について 
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